
写真
募集

「はじめまして」コーナーに掲載するお子さんの写真を募集しています。スマートフォン・
パソコンからもお手軽に応募できます。詳しくは市ホームページをご覧ください。（トップ
ページ→募集を探す→広報おおたけ「はじめまして」にお子さんの写真を掲載しませんか）
※応募が多い場合には、掲載時期が次号以降になる場合があります。

岩佐　栞那 ちゃん（左）
かんないわさ

茉子ねえねが大好きな栞ちゃん。
元気にすくすく大きくなってね。

名島　侑李 くん
ゆうりなじま

ママのところへきてくれてありがとう
世界で一番大好きだよ。

中村　成来 くん（右）
せななかむら

いつまでも　元気いっぱい
姉弟仲良く育ってね。

は じ め ま し て

編
集

発
行

　
大

竹
市

総
務

部
企

画
財

政
課

〒
739-0692 広

島
県

大
竹

市
小

方
1

-1
1

-1
☎

0827-59-2111㈹
　

　
0827-57-7130

　
http://w

w
w

.city.otake.hiroshim
a.jp/

印
刷
／
株
式
会
社

　
ニ
シ
キ
プ
リ
ン
ト

FA
X

H
P

広
報
お
お
た
け

令
和

４
年

７
月

1日
発

行
通

巻
1260号

「広報おおたけ」の音訳版（CD）、点訳版があります。
必要な方は社会福祉協議会（☎52-2211）まで。 防災行政無線テレホンサービス 0120-590-131 ※通話料無料
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第26回参議院議員通常選挙
投・開票日　7月10日㊐
期日前投票　7月9日㊏まで

大好きおおたけ

人とまち
を結ぶ情報紙

広報おおたけ

No.1260
07
2022令和４年

　

広
島
県
、
山
口
県
、
島
根
県
の
28
市
町
で
構
成
さ

れ
て
い
る
広
島
広
域
都
市
圏
。
そ
の
魅
力
を
伝
え
る

た
め
、
８
月
に
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

八
天
堂
ビ
レ
ッ
ジ
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
）、
お
食
事

処　

蔵
（
た
こ
料
理
）、
道
の
駅
世
羅
（
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
）、
世
羅
高
原
農
場
（
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
）

と　

き

　

８
月
11
日
（
木
・
祝
）
９
時
～
17
時
10
分

集
合
・
解
散
場
所　

広
島
駅
新
幹
線
口

参
加
料　

７
０
０
０
円
（
交
通
費
、
昼
食
代
込
み
）

定　

員　

20
人

※
最
少
催
行
人
数
15
人
（
定
員
に
達
し
次
第
募
集
終

了
）

申
し
込
み　

７
月
15
日
㈮
か
ら
広
交
観
光
株
式
会
社

（
９
時
30
分
～
18
時
）
へ
。

そ
の
他

・�

バ
ス
ガ
イ
ド
は
乗
車
し
ま
せ
ん
。（
添
乗
員
は
同

行
し
ま
す
）

・�

大
型
バ
ス
を
定
員
の
２
分
の
１
程
度
で
利
用
し
ま

す
。

・�
旅
行
業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
、
各
業
種
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

き
ツ
ア
ー
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に
よ
り
、
ツ

ア
ー
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

美
味
た
こ
料
理
と
ひ
ま
わ
り
観
賞

広
島
広
域
都
市
圏

ふ
る
さ
と
の
魅
力�

バ
ス
ツ
ア
ー

問
い
合
わ
せ　

広
交
観
光
株
式
会
社　

☎
０
８
２-

２
３
８-

４
９
３
０

発見発見

たこ料理（三原市） ひまわり観賞（世羅町）

【関連記事　６～９ページ】 画像提供　河内長野市



　
市
は
、『
仕
事
開
拓
型
の
人
材
』

『
協
働
で
き
る
人
材
』『
行
政
の
プ

ロ
と
し
て
の
人
材
』『
人
間
性
に

富
ん
だ
人
材
』を
求
め
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
い
つ
も
「
笑

顔
」
で
、
ま
ち
も
人
も
「
元
気
」

に
躍
動
し
、こ
の
先
も
ず
っ
と「
か

が
や
く
大
竹
市
」
を
一
緒
に
作
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
受
験
資
格
や
申
し
込
み
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

広
報
８
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
消
費

税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
り

ま
す
。「
イ
ン
ボ
イ
ス
」
と
は
、

税
務
署
に
登
録
申
請
し
、
取
得
し

た
登
録
番
号
が
記
載
さ
れ
た
請
求

書
や
領
収
書
で
す
。
制
度
導
入
後

は
、
原
則
と
し
て
、
消
費
税
の
仕

入
税
額
控
除
の
た
め
に
「
イ
ン
ボ

イ
ス
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、「
イ
ン
ボ
イ
ス
」
は
、
事
前

に
税
務
署
で
登
録
を
受
け
た
方
だ

け
が
発
行
で
き
ま
す
。

　
私
に
関
係
あ
る
の
？
登
録
し
な

い
と
ど
う
な
る
の
？
と
い
う
方
に

向
け
て
説
明
会
と
登
録
手
続
の
サ

ポ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。（
個
人

事
業
者
の
方
は
、
ス
マ
ホ
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
【
暗
証
番
号
】

が
あ
れ
ば
、
そ
の
場
で
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

に
よ
る
登
録
申
請
が
で
き
ま
す
）

と　

き

　
９
月
18
日
㈰　
９
時
30
分

と
こ
ろ

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
お
た
け
（
市
立

図
書
館
２
階
）、
総
合
市
民
会
館

募
集
職
種
（
予
定
）

○

一
般
事
務
職　
　
若
干
名

○

土
木
技
術
職　
　
若
干
名

○

管
理
栄
養
士
職　
若
干
名

申
し
込
み

　
総
務
課
で
８
月
１
日
㈪
か
ら
配

布
し
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

と　

き

　
７
月
７
日
㈭
15
時
〜
16
時

と
こ
ろ

　

廿
日
市
地
方
合
同
庁
舎
１
階

（
廿
日
市
市
新
宮
１-

15-

40
）

定　

員　
30
人

申
し
込
み　

参
加
希
望
の
方
は
、

電
話
で
予
約
が
必
要
で
す
。

　
今
後
の
説
明
会
の
日
程
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
特
集
」
ペ
ー
ジ
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
説
明
会
は
、
管

轄
の
税
務
署
に
限
ら
ず
、
他
の
税

務
署
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

小方学園に寄贈
　５月26日、株式会社四国銀行から小方学園
に、50型の液晶テレビ、ＣＤラジカセなどが
寄贈されました。これは株式会社アサヒテク
ノリサーチが発行する銀行保証付き私募債（社
債）からの手数料の一部を充て、子どもたち
の成長に資するために贈られたものです。あ
りがとうございました。

情
報
公
開
条
例

情
報
開
示
請
求
件
数 

44
件

　
　
　
　
　

全
部
開
示 

11
件

　
　
　
　
　

部
分
開
示 

22
件

不
開
示
（
不
存
在
な
ど
） 

９
件

　
　
　
　
　

取
り
下
げ 

２
件

個
人
情
報
保
護
条
例

個
人
情
報
開
示
請
求
件
数 

８
件

　
　
　
　
　

全
部
開
示 

０
件

　
　
　
　
　

部
分
開
示 

５
件

不
開
示
（
不
存
在
な
ど
） 

２
件

　
　
　
　
　

取
り
下
げ 

１
件

令和３年度運用状況
情報公開条例
個人情報保護条例
問い合わせ　企画財政課　☎59-2124

左から小西啓二教育長、真鍋和聰校長、加藤幹夫㈱アサヒテク
ノリサーチ代表取締役社長、鳥海素直㈱四国銀行大竹支店長。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

日
程
掲
載
ペ
ー
ジ
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

廿日市税務署から お知らせ事業者の方への
始まります、消費税のインボイス制度

問い合わせ　個人課税第一部門　☎0829-32-2349
　　　　　　法人課税第一部門　☎0829-32-1223

令
和
５
年
度
採
用
予
定

職
員
採
用
試
験

　
　
　

問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

☎
59
２
１
２
２

試験日
9月18日㊐

02 春の叙勲/こども天国/ボートレース宮島カレンダー
03 寄贈/令和3年度情報公開・個人情報保護条例運用状況/

市職員募集/消費税のインボイス制度のお知らせ
04 カメラスケッチPART1
06 20代に聞くセンキョ/ギモン票のゆくえ

08 参議院議員通常選挙/投票所での新型コロナウイルス感染症対策
10 ８月からは新しい保険証
12 国民健康保険・後期高齢者医療保険の保険料率決定
14 介護保険料決定 /人権擁護委員の任命

15

コロナにも、暑さにも負けず
　　夏をクールに乗り切ろう！
子どもの歯を守るつどい/よく噛める8020達成者表彰

16 新型コロナウイルス感染症のワクチン接種のお知らせ
17 二十歳のつどい実行委員会メンバー募集 /市民のつどい/

中学生交歓交流事業中止
18 低所得の子育て世帯に対する特別給付金/福祉医療制度
20 荒天時・災害時のバス運行情報/御園２丁目市有地分譲
21 地域で防災活動を推進する

防 災リーダー募集/米軍機による騒音状況

22 おおたけ・ごみ事情/年金のはなし
23 知ろうよ　マイナンバー
24 消費者シリーズ/サマージャンボ宝くじ
25 福祉のとびら/要約筆記奉仕員養成講座
26 情報ステーション
32 としょかんだより
33 カメラスケッチPART2
34 ８月の先取り情報ステーション
35 休日診療/休日水道修理・使用開始
36 はじめまして/ふるさとの魅力発見バスツアー

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります

春の叙勲　瑞宝単光章

山田　晟彰さん
（74歳　防鹿）

元 消防団分団長
長年にわたり消防団活動の進展に貢献された功績

春の叙勲　旭日単光章

黒田　孝士さん
（82歳　玖波５）

元 市代表監査委員
長年にわたり地方自治の進展に貢献された功績

パルボート宮島 ( 外向発売所 )

カレンダー

宮島ボートレース企業団
　☎0829-56-1122

※念のため主催者発表のものと照合してください。
●ボートレース宮島の収益金は、大竹市のまちづくりに役立てられています。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 2122232425262728293031

金土日月火水木金土日月火水木金土日月
・
祝火水木金土日月火水木金土日

第１回
エフ・ディミニッシュ
バトルシリーズ

第７回
ポカリスエットカップ

第12回
みやじマリンカップ

パ ル ボ ー ト 宮 島 発 売 パ ル ボ ー ト 宮 島 発 売

7月

こども天国インKUBA
夏の風物詩！大ホールに12ブース展開
子どもから大人まで楽しめる衝撃の一日

広島県警ヒコア号（交通安全体験車）がやってくる

7月24日㊐10時▶13時 玖波公民館大ホール

問い合わせ　玖波公民館　☎57-7084

授
賞
の
あ
い
さ
つ
の
た
め
、市
長
を
訪
問
し
た

山
田
さ
ん（
左
）
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6「いっしょうけんめいがんばります」。開会宣言をする倉谷音羽くん（１年）
7閉会の言葉は森岡優星くん（６年）が務めます。8「早く早く」リレーのバト
ン渡し。9コーナーを駆け抜けて行く１年生から６年生までをバトンでつな
ぐ「縦割り班選抜リレー」。

1さっそうとテープを切ってゴールイン。2兼田 等校長のスタートの合図が響きま
す。3５年生の「竹小ソーラン」。かっこいいゾ。4運営スタッフの保護者。活気ある子
どもたちの姿に満足げ。5カメラのファインダーの中は、わが子が主役。6元気はつ
らつ、２年生の「ハイパー大竹音頭」。7ポンポンを持ったポーズもかわいい１年生の
ダンス「ブラザービート」。

■3

O T A K E

K
U
B
A

■7

■6

■6

■9

■8

■2■3

■4

■5

■1

■7

ゴォォォール
!

ヨ
ー
イ

熱
い
!
熱
い
!
運
動
会

玖
波
小
学
校

　
真
っ
青
に
澄
ん
だ
５
月
の
空
の
下
、運
動
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。運
動
場
狭
し
と
ば
か
り
に
元
気
い
っ
ぱ
い
に
走

り
、跳
び
回
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
ま
ぶ
し
く
映
り
ま
す
。

　
競
技・
演
技
を
終
え
、根
石
郁
子
校
長
は「
日
本
中
で
一
番

熱
い
！
熱
い
！
運
動
会
で
し
た
。皆
さ
ん
よ
く
頑
張
り
ま
し

た
」と
子
ど
も
ら
の
活
躍
を
た
た
え
ま
し
た
。

1青空に応援の声が響きま
す。2放送係を務める安松岳
人くん（左）と堀田玲獅くん
（右）。本番前の練習に余念
がありません。3ALT（外国
語指導助手）のチポ・ジャヤ
さ ん も、「Make the future 
yourself!」と英語でプログ
ラムを放送。4緑黄色社会の
曲に合わせてダンス。5「玖
波っ子ソーラン2022」最後
の決めのポーズ。

■2■3

■4

■5

5/28
SAT

■1

走れ！踊れ！竹っ子GO！

O T A K E

ボードに貼られた応援メッセージ。

全力疾走、ゴールを目指せ。

5/29
SUN

K U B A

地
面
に
背
を
付
け
て
思
い
っ
き
り

天
に
脚
を
伸
ば
し
ま
す
。

PART1

カッコよくカッコよく
　　決決めたゾ!めたゾ!

大竹小学校
　新型コロナウイルスの影響で、中止を余儀な
くされていた運動会。３年ぶりに子どもたちの
元気な声が、運動場に戻ってきました。
　徒競走ではスタートの号砲とともに一斉に
飛び出し、トラックを夢中で駆ける姿を保護者
のカメラのレンズが追います。
　感染症対策として、低学年、中学年、高学年に
分けてのプログラムで、保護者の応援も入れ替
え制。運営を手伝うＰＴＡのメンバーからは
「久しぶりに活気ある姿を見ました」と喜びの
声を聞くことができました。
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参院選
な
か
っ
た
」「
投
票
日
は
予
定
が
入
っ
て

い
た
し
、
期
日
前
投
票
が
あ
っ
て
も
、
行

か
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
ほ
ど
に
は
思

え
な
か
っ
た
」
と
本
音
を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

　

20
代
と
い
え
ば
、
仕
事
や
休
日
の
予
定

な
ど
で
忙
し
い
の
も
確
か
で
、
自
分
の
中

で
の
優
先
順
位
も
低
く
、
何
と
な
く
投
票

に
行
く
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逸
し
た
の
が
実
情

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

公
益
社
団
法
人
「
明
る
い
選
挙
推
進
協

会
」
が
前
回
の
参
議
院
選
挙
で
行
っ
た
18

歳
か
ら
24
歳
の
若
年
層
を
対
象
に
し
た
意

識
調
査
で
も
、
投
票
に
行
か
な
か
っ
た
理

由
と
し
て
、「
関
心
が
な
か
っ
た
」「
面
倒

だ
っ
た
」「
ど
の
政
党
や
候
補
者
に
投
票

す
べ
き
か
分
か
ら
な
か
っ
た
」
が
上
位
に

挙
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
は
、

投
票
に
行
く
理
由
と
し
て
、「
若
い
人
の

声
を
政
治
に
届
け
た
い
」「
政
治
を
よ
く

票所で投票用紙を開いてみると、「疑
問票」といわれる判別が難しいもの

が交っています。例えば文字が読みにく
かったり、誤った候補者名などが書かれた
りしたものです。それらを係員が判例など
を参照し、有効か無効か慎重に判断をしま
すが、これは非常に難しい作業で、疑問票
が多いと当然開票時間も長くなります。
　選挙管理委員会事務局の丸小係長は、「疑
問票を審査した結果、無効票になるものは
全体投票数の約２％前後になっています。
せっかく投票したのに、それが生かされな
くなってしまうのは残念です」と表情を曇
らせます。
　「急いで投票する必要はないので、記載
台に貼られている一覧表をしっかり見て、
正しく書いてもらうのが、疑問票を無くす
ためには一番です。自分で書くのが難しい
方は、係員がお手伝いしますので、申し出
てください。投票の秘密は厳守されます」
と丸小係長はいいます。
　「以前、本市でも疑問票の判断をめぐっ
ての裁判事例もありました。判決が出る間、
候補者も関係者も大変つらい時間を過ごす

ことになります。ぜひとも正し
い記載をお願いします」。有権
者に呼びかける丸小係長です。
　選挙は私たちの税金の使い
道など、政策を決める機会で
す。投票で意思表示をするこ
とが大事であると同時に、
疑問票を減らすことも有
権者の務めといえるの
ではないでしょうか。

す
る
た
め
に
は
投
票
す
る
こ
と
が
大
事
」

「
投
票
は
国
民
の
義
務
だ
か
ら
」
と
い
う

考
え
も
高
い
割
合
を
占
め
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

実
際
、
誰
に
入
れ
て
い
い
の
か
分
か
ら

な
い
と
い
う
の
が
正
直
な
話
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、選
挙
公
報
や
、政
見
放
送
、

マ
ス
コ
ミ
の
報
道
な
ど
、
情
報
は
そ
こ
か

し
こ
に
あ
り
ま
す
。

■ 

ど
う
す
れ
ば
上
が
る
の
？
若
者
の
投
票
率 

■

　

投
票
に
行
か
な
い
理
由
は
、
そ
れ
ぞ
れ

個
人
の
考
え
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

少
し
で
も
若
者
の
投
票
率
を
上
げ
て
い
く

に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
候
補
者
や
政
党
が
掲
げ
る
公
約
が
、
ど

の
く
ら
い
自
分
に
直
結
し
て
い
る
か
を
知

る
こ
と
が
必
要
」「
当
選
し
た
人
の
政
策

で
自
分
に
利
益
が
出
る
な
り
害
が
出
る
な

り
し
て
、
大
き
く
衝
撃
を
受
け
な
い
と
変

わ
ら
な
い
の
で
は
」「
安
易
な
考
え
だ
け

ど
、
影
響
力
の
あ
る
有
名
人
が
投
票
へ

行
っ
た
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
ら
、
自
分

も
行
く
か
も
し
れ
な
い
」「
ネ
ッ
ト
で
投

票
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
違
っ
て
く
る
の

で
は
」「
選
挙
で
世
の
中
を
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
分
か
れ
ば
」
と
の
意
見
が
出

ま
し
た
。
ま
た
、「
職
場
や
家
庭
で
選
挙

の
話
を
す
る
の
は
難
し
い
」
と
の
声
も
。

選
挙
へ
の
関
心
の
低
さ
の
裏
に
は
、
そ
ん

な
話
題
を
避
け
る
空
気
も
あ
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

難
し
い
候
補
者
、
政
党
選
び
。
そ
の
明

確
な
答
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
が

有
権
者
と
し
て
の
自
覚
の
も
と
に
、
一
票

を
投
じ
る
こ
と
で
す
。
20
代
の
皆
さ
ん
、

よ
り
よ
い
国
へ
の
第
一
歩
だ
と
思
っ
て
、

ま
ず
は
投
票
所
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

?ギモン票の
ゆくえ

開
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前回（令和元年）の参議院議員選挙年代別投票率参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
情
報
は
、

８
～
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■ 
低
い
20
代
の
投
票
率 

■

　

ま
ず
は
７
ペ
ー
ジ
下
段
の
グ
ラ
フ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
昨
年
の
県
知
事
選
挙
と
３

年
前
の
参
議
院
選
挙
の
大
竹
市
で
の
年
代

別
投
票
率
で
す
。
20
代
の
投
票
率
が
、
そ

れ
ぞ
れ
17
・
73
％
、
27
・
37
％
と
、
年
代

別
で
は
最
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

と
比
べ
て
70
代
は
毎
回
高
い
投
票
率
で

す
。

　

若
い
世
代
の
投
票
率
が
低
い
要
因
と
し

て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る

で
し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
、
集

ま
っ
て
も
ら
っ
た
20
代
の
皆

さ
ん
に
、
な
ぜ
投
票
率
が
低

い
の
か
、
率
直
な
声
を
聞
か

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
本
音

で
話
し
て
も
ら
っ
た
分
、
お

叱
り
の
声
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
若
者
の
声
に
耳

を
傾
け
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

■ 

実
は
投
票
に
行
っ
て
な
い 

■

　

今
回
の
参
議
院
選
挙
で
す
が
、
マ
ス
コ

ミ
な
ど
の
情
報
で
、
候
補
者
と
し
て
誰
の

名
前
が
あ
が
っ
て
い
る
か
聞
い
て
み
ま
し

た
。

全
員
「
…
…
…
」。

　

選
挙
、
選
挙
と
い
う
割
に
は
、
若
者
に

と
っ
て
の
関
心
の
低
さ
は
否
め
な
い
状
況

も
事
実
で
す
。
選
挙
が
あ
る
こ
と
は
選
挙

カ
ー
が
巡
回
し
て
き
た
り
、
投
票
所
の
入

場
は
が
き
が
届
い
た
り
し
て
、
何
と
な
く

分
か
っ
て
は
い
る
け
れ
ど
、「
何
の
選
挙

か
は
知
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
声
も
。

　

で
は
、
３
年
前
の
参
議
院
選
挙
の
投
票

は
行
き
ま
し
た
か
と
尋
ね
る
と
、
集
ま
っ

て
く
れ
た
数
人
の
う
ち
、
ほ
と
ん
ど
が
棄

権
し
た
と
の
こ
と
。

　

で
は
、
選
挙
権
を
得
て
か
ら
こ
れ
ま
で

に
、
投
票
に
行
っ
た
か
と
い
う
と
、
少
々

驚
い
た
こ
と
に
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
行
っ

た
こ
と
が
な
い
と
答
え
ま
し
た
。

　
「
選
挙
権
を
持
っ
た
最
初
の
投
票
は

行
っ
た
の
で
す
が
…
」「
大
学
生
で
住
民

票
を
移
し
て
な
か
っ
た
の
で
」「
学
生
で

一
人
暮
ら
し
。
は
が
き
は
来
て
い
た
け
ど
、

１
回
も
行
っ
て
な
い
」
な
ど
と
、
若
干
歯

切
れ
の
悪
い
答
え
が
返
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
の
一
方
、
家
族
と
同
居
し
て
い
る
人

は
、
親
と
一
緒
に
投
票
に
行
っ
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
、
毎
回
投
票
し
て
い
る
と
話

し
て
い
ま
す
。

■ 

投
票
に
行
か
な
い
、
そ
の
理
由 

■

　

で
は
、
な
ぜ
投
票
に
行
か
な
か
っ
た
の

か
、
そ
の
理
由
を
尋
ね
て
み
る
こ
と
に
。

　
「
単
純
に
興
味
が

な
か
っ
た
」「
心
の
ど

こ
か
で
他
人
ま
か
せ
に

し
て
い
る
気
持
ち
が
あ
っ

た
」「
自
分
の
一
票
が
何
か

を
左
右
す
る
重
み
が
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
感
じ
て
い
た
」

「
誰
に
投
票
し
て
い
い
か
分
か

ら
な
い
。
調
べ
よ
う
と
も
思
わ

そ
も
そ
も

何
の
選
挙
な
の
か

知
ら
な
か
っ
た
。

20
代
に
聞
く
セ
ン
キ
ョ

「投票所でお待ちしております」。
投開票事務に携わる新入職員と
明るい選挙イメージキャラクターの
メイちゃん。

【取材　企画財政課】
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参院選
代
理
投
票
・
点
字
投
票

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

　

心
身
の
故
障
な
ど
で
、
投
票
用
紙
に
候

補
者
名
な
ど
を
書
け
な
い
場
合
は
、
係
員

が
あ
な
た
に
代
わ
っ
て
、
あ
な
た
の
支
持

す
る
候
補
者
名
な
ど
を
書
き
ま
す
。

　

視
覚
の
障
害
の
た
め
点
字
で
投
票
を
し

た
い
と
い
う
場
合
は
、
点
字
用
の
記
載
が

あ
る
投
票
用
紙
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

い
。
簡
易
の
点
字
器
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

期
日
前
投
票
の
利
用
を
【
別
表
②
】

　

投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票

に
行
け
な
い
場
合
は
、
期
日
前
投
票
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

　

期
日
前
投
票
所
で
、
投
票
当
日
に
行
け

な
い
理
由
を
申
し
立
て
た
宣
誓
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
外
は
、
当
日
の

投
票
と
同
じ
で
す
。

ポ
イ
ン
ト　

投
票
所
入
場
券
（
は
が
き
）

裏
面
の
宣
誓
書
欄
に
事
前
に
記
入
し
て
お

く
と
、
早
く
受
け
付
け
で
き
ま
す
。

※
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
投
票
の
と

き
に
18
歳
未
満
の
方
は
市
役
所
で
行
う
期

日
前
投
票
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票

入
院
先
や
滞
在
先
で
投
票
で
き
ま
す

　

指
定
の
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院
な
ど
し
て
い
る
方
は
、
そ
の
施
設
で
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
不
在
者
投
票

が
で
き
る
か
施
設
に
確
認
し
て
、
投
票
用

紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
他
の
市
町
村
に
出
か
け
て
い
て
、

投
票
当
日
も
大
竹
市
に
は
い
な
い
と
い
う

方
は
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
所
定
の
請
求

書
を
、
本
人
が
大
竹
市
選
挙
管
理
委
員
会

に
直
接
、
ま
た
は
郵
便
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
指
定
の
場
所
に
、
投
票
用
紙
を
書

留
で
郵
送
し
ま
す
。
郵
送
さ
れ
た
書
類
を

持
っ
て
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
行

き
、
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会

の
勤
務
日
以
外
の
日
や
勤
務
時
間
外
は
投

票
で
き
ま
せ
ん
。

※
市
外
で
の
投
票
は
、
郵
便
を
利
用
す
る

た
め
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
早
め
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

重
い
障
害
の
あ
る
方
は

郵
便
に
よ
る
投
票
【
別
表
④
】

　

郵
便
等
投
票
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
は

郵
便
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
方
は
、
証
明
書
の
交
付
を

申
請
で
き
ま
す
。【
別
表
④
】

※
郵
便
に
よ
る
投
票
の
場
合
、
投
票
用
紙

の
請
求
は
、
７
月
６
日
㈬
17
時
ま
で
で
す
。

証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
は
新
聞
折
り
込
み

　

折
り
込
み
対
象
の
新
聞
は
、
中
国
、
毎

日
、
朝
日
、
読
売
、
産
経
、
日
経
の
各
紙

で
す
。
ま
た
、
各
支
所
、
公
民
館
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
、
サ
ン
ト
ピ
ア
大
竹
な
ど

に
も
備
え
付
け
る
予
定
で
す
。

即
日
開
票

　
７
月
10
日
㈰
21
時

　
小
方
学
園
講
堂

　

開
票
速
報
は
開
票
所
へ
掲
示
す
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

投
票
所
の
変
更
区
域
【
別
表
③
】

　

前
回
の
選
挙
か
ら
別
表
③
の
と
お
り
、

投
票
所
を
変
更
し
て
い
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
所
の
感
染
症
対
策
の
例

○

投
票
所
の
入
り
口・出
口
に
、
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
液
を
設
置
。

○

周
り
の
方
と
の
間
隔
を
空
け
る
た
め
、

床
面
に
は
待
機
場
所
を
表
示
し
、
記
載

台
に
使
用
で
き
な
い
区
画
を
設
け
る
。

○

投
票
所
係
員
の
席
に
は
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー

テ
ン
を
設
置
。

○

投
票
所
係
員
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
手

指
の
洗
浄
、
ま
た
は
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
。

○

１
時
間
に
１
度
程
度
、
会
場
の
換
気
。

○

投
票
所
内
の
備
品
（
記
載
台
な
ど
）
は

定
期
的
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
実
施
。

○

投
票
所
内
に
注
意
喚
起
の
掲
示
。

投
票
に
来
ら
れ
る
方
に
お
願
い

○

マ
ス
ク
の
着
用
、ま
た
は
せ
き
エ
チ
ケ
ッ

ト
の
徹
底
。

○

投
票
所
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
で
手
指

の
消
毒
。

○

投
票
所
内
の
混
雑
時
は
、
入
場
整
理
の

た
め
待
ち
時
間
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

○

周
り
の
方
と
の
会
話
は
遠
慮
し
て
く
だ

さ
い
。

○

帰
宅
後
の
う
が
い
、
手
洗
い
な
ど
。

投
票
所
で
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

 

混
雑
緩
和
に
期
日
前
投
票
の
ご
利
用
を

【別表④】郵便による投票対象者
種　　別 障害の種類 等　　級

身体障害者手帳

両下肢、体幹、移動機能 １級、２級
心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸 １級、３級

免疫、肝臓 １～３級

戦傷病者手帳
両下肢、体幹 特別項症～第２項症
心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸、肝臓 特別項症～第 3項症

介護保険被保険者証 要介護 5
併せて代理記載制度の申請ができる方
身体障害者手帳

上肢・視覚
１級

戦傷病者手帳 特別項症～第２項症

市
内
で
投
票
で
き
る
方

　

平
成
16
年
７
月
11
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

６
月
21
日
現
在
、
大
竹
市
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。

市
内
で
投
票
で
き
な
い
方

　

３
月
22
日
以
降
に
大
竹
市
に
転
入
し
た

方
は
、
前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
前
住
所
で
の
投
票

と
な
り
ま
す
。

投
票
所
・
投
票
時
間
【
別
表
①
】

　

一
部
の
投
票
所
で
は
投
票
時
間
が
異
な

り
ま
す
。

投
票
所
入
場
券（
は
が
き
）は
忘
れ
ず
に

　

指
定
さ
れ
た
投
票
所
以
外
で
は
投
票
が

で
き
ま
せ
ん
。
投
票
時
間
や
場
所
は
投
票

所
入
場
券
（
は
が
き
）
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
投
票
所
入
場
券
（
は
が
き
）
は
既

に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
内
転
居
な
ど
の
住
所
整
理
は

５
月
27
日
現
在
で
行
い
ま
し
た
。
５
月
28

日
以
降
に
市
内
転
居
を
し
た
方
に
は
、
旧

住
所
宛
て
に
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
旧

住
所
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
票
所
入
場
券
（
は
が
き
）
は
、
紛
失

な
ど
さ
れ
た
場
合
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

（
投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
）

ポ
イ
ン
ト　

投
票
所
と
投
票
時
間
は
、
投

票
所
入
場
券
（
は
が
き
）
に
記
載
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

参議院議員通常選挙
7月10日㊐
7月9日㊏まで任期満了による第26回参議院議員通常選

挙は、６月22日㈬公示、７月10日㈰投・
開票の日程で行われます。今後の国政を
担う人を選ぶ大切な選挙です。違反のな
い明るく正しい選挙を行いましょう。

広
島
県
選
出

  

候
補
者
の
氏
名

２
つ
の
投
票

比
例
代
表
選
出

   

候
補
者
の
氏
名

  

ま
た
は

  

政
治
団
体
の
名
称

問い合わせ　選挙管理委員会事務局　☎59-2188

投票日
期日前投票

【別表①】投票所・投票時間
投票区 投票所 投票時間

1 防鹿集会所（防鹿） 7～19時

2 木野集会所（木野１） 7～19時

3 コミュニティサロン元町
（元町２） 7～20時

4 本町保育所（本町１） 7～20時

5 大竹会館 1階会議室（本町１） 7～20時

6 栄公民館（西栄３） 7～20時

7 総合市民会館体育館卓球室
（立戸１） 7～20時

8 市役所１階休憩室（小方１） 7～20時

9 黒川会館（黒川１） 7～20時

10 阿多田漁村センター（阿多田） 7～18時

11 コミュニティサロン玖波
（玖波１） 7～20時

12 松ケ原集会所（松ケ原町） 7～19時

13 栗谷小学校ランチルーム
（栗谷町小栗林） 7～19時

【別表②】期日前投票所
投票所 開設日 開設時間 対象区域

市役所 ６月23日㈭～
７月９日㈯ ８時30分～20時 全域

谷和集会所
７月６日㈬

10時～12時

栗谷地区のみ
広原公民館 14時～18時
谷尻公民館

７月７日㈭
10時～12時

農林振興センター 14時～18時
前飯谷公民館 14時～16時 飯谷地区のみ
玖波公民館 ７月８日㈮ 10時～18時 全域
大竹会館 ７月９日㈯ 10時～18時 全域

※市役所で行う期日前投票所は１階に設置します。車で来場する際は
南側玄関前（にじいろこども園側）の駐車場を利用してください。

【別表③】投票所の変更区域
対象区域 変更後の投票所 開設時間

前飯谷※
後飯谷 防鹿集会所 ７時～19時

黒川３丁目（13番、14番） 黒川会館 ７時～20時
黒川１丁目 12番
黒川３丁目 16番
湯舟町
玖波４丁目

コミュニティ
サロン玖波 ７時～20時

栗谷町奥谷尻※
栗谷町広原※
栗谷町谷和※
小方町茅野

栗谷小学校 ７時～19時

※の表示がある地区に期日前投票所を設置します
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ほ け ん

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

﹇
黄
色
の
封
筒
で
郵
送
﹈

　

75
歳
以
上
の
方
と
65
歳
以
上
で
一
定
の

障
害
に
よ
り
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
認
定
を
受
け
た
方
が
対
象
で
す
。

　
保
険
証
に
は
、
８
月
１
日
に
判
定
し
た
、

１
割
ま
た
は
３
割
の
負
担
割
合
が
記
載
さ

れ
ま
す
。（
表
１
）

※
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
令
和

４
年
９
月
30
日
ま
で
で
す
。

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

兼
高
齢
受
給
者
証

﹇
世
帯
主
に
水
色
の
封
筒
で
郵
送
﹈

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
方
へ
送
付
す
る
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証

に
は
、
医
療
費
の
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ

て
お
り
、
２
割
ま
た
は
３
割
に
区
分
さ
れ

て
い
ま
す
。（
表
１
）

国
民
健
康
保
険
の
負
担
割
合
が

２
割
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
方
へ

　

70
歳
以
上
の
方
で
、
負
担
割
合
が
３
割

の
判
定
と
な
っ
た
方
の
う
ち
、
２
割
に
変

更
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
方
（
表
１
）
へ
、

手
続
き
に
関
す
る
案
内
を
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
同
封
の
説
明
文
を
参
照
し
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
を
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま

す
︒
８
月
に
入
っ
て
も
届
か
な
い
場
合
は
︑

保
健
医
療
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
︒
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
古
い
保
険
証
は
︑

保
健
医
療
課
ま
た
は
各
支
所
に
返
却
す
る

か
︑
ご
自
身
で
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
︒

ま
た
︑
新
し
い
保
険
証
の
記
載
内
容
と
事

実
に
相
違
が
あ
れ
ば
︑
早
め
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
︒

医
療
機
関
で
の
支
払
い
を
軽
減

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証

　

医
療
機
関
の
窓
口
で
保
険
証
と
一
緒
に

提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
食
費
や
居
住
費

の
標
準
負
担
額
、
医
療
費
の
１
カ
月
あ
た

り
の
自
己
負
担
額
が
限
度
額
ま
で
と
な
り

ま
す
。（
表
２
）
原
則
、
申
請
し
た
月
の

初
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。
保
健
医
療
課
ま
た
は
各
支

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
保
険
料
に
滞
納
が
あ
る
方
は
認
定
で
き

ま
せ
ん
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
認
定
証

は
、
有
効
期
限
が
令
和
５
年
７
月
31
日
ま

で
と
な
り
、
保
険
証
の
有
効
期
限
と
は
異

な
り
ま
す
。

申
請
手
続
き
が
必
要
な
方

○

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被
保
険
者

・
現
役
並
み
所
得
者
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）
に
該
当

す
る
、
今
ま
で
に
認
定
証
の
申
請
を
し

て
い
な
い
方

・
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
、
今
ま

で
に
認
定
証
の
申
請
を
し
て
い
な
い
方

○
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

・
70
歳
以
上
の
被
保
険
者
で
、
現
役
並
み

所
得
者
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）
の
世
帯
の
方
お
よ

び
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
（
同
一
世

帯
の
世
帯
主
を
含
む
）

・
70
歳
未
満
の
被
保
険
者

申
請
が
不
要
な
方

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
で
、
今
ま

で
に
認
定
証
の
申
請
を
行
っ
た
方

※
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
は
、
今

ま
で
に
申
請
を
し
て
い
て
も
必
要
で
す
。

長
期
入
院
に
該
当
す
る
方

　

過
去
12
カ
月
の
期
間
内
の
入
院
日
数
が

合
計
90
日
を
超
え
、
そ
の
間
が
非
課
税
世

帯
の
場
合
は
、
標
準
負
担
額
が
さ
ら
に
減

額
と
な
り
ま
す
。（
表
２
）

　

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
は
、
医
療
機
関
が
発
行
し
た
領
収

書
な
ど
入
院
日
数
が
確
認
で
き
る
も
の
を

持
参
し
て
、
７
月
29
日
㈮
ま
で
に
保
健
医

療
課
ま
た
は
支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
国
民
健
康
保
険

　
認
定
区
分
が
オ
ま
た
は
低
所
得
者
Ⅱ
の
方

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　
認
定
区
分
が
低
所
得
者
Ⅱ
の
方

郵
送
時
期
・
郵
送
方
法

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
で
申
請
が

不
要
な
方
ま
た
は
６
月
中
に
新
規
申
請
を

し
た
方
に
は
、
７
月
下
旬
に
広
域
連
合
か

ら
保
険
証
と
一
緒
に
認
定
証
が
郵
送
さ
れ

ま
す
。
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
と
７
月

以
降
に
申
請
し
た
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
に
は
、
７
月
下
旬
以
降
に
、
市
か
ら

認
定
証
を
郵
送
し
ま
す
。

7月下旬に郵送 8月からは新しい保険証で
後期高齢者医療被保険者証 だいだい色

国民健康保険被保険者証 青色

国民健康保険被保険者証兼高齢受給者証 青色

問い合わせ　保健医療課　☎59-2141

（注１） 昭和20年１月２日以降に生まれた70歳以上の被保険者の属する世帯
の基礎控除後の課税所得額の合計額が210万円以下の場合も「一般」
と判定し２割負担になります。

（注２） 単身世帯とは、同一世帯の被保険者が１人の世帯。複数世帯とは、
同一世帯に被保険者が２人以上いる世帯です。
また、70歳以上の世帯員とは令和４年８月１日時点で70歳以上75歳
未満の国民健康保険被保険者の方です。
なお、国民健康保険の方で世帯に国民健康保険から後期高齢者医療制
度に移行した方がいる場合は、その方の収入も合わせて520万円未満

※1　栄養士による食事療養が行われているなど、一定の要件を満たす届け出をしている医療機関に入院したとき。それ以外は、420円となります。
※2　過去12カ月で90日を超える入院があった場合に長期入院該当となります。
※3　国民健康保険の場合は、「同一世帯の世帯主および国民健康保険被保険者」となります。

（表１）　負担割合の判定基準
【国民健康保険】
同一世帯の70歳以上75歳未満の
被保険者の市民税課税所得の金額 負担割合

145万円以上 3割
145万円未満 2割 同一世帯の被保険者および70歳

以上の世帯員の収入合計 負担割合

複数世帯…520万円未満
単身世帯…383万円未満

2割（国保）
1割（後期）

同一世帯の後期高齢者医療被保険者
の市民税課税所得の金額 負担割合

145万円以上 3割
145万円未満 1割

【後期高齢者医療保険】　※令和４年９月30日まで

市民税課税所得が145万円以上でも次の場合は、申請により負
担割合が変わります。

となります。
（注３） 課税所得とは、地方税法上の扶養控除など各種控除後の所得を指し

ます。
（注４） 収入とは、「市民税の課税所得額の計算上収入金額とすべき収入」を

指します。
（例）令和４年８月～令和５年７月の判定…令和３年中（１月～12月）
の収入であり、令和４年１月１日の属する年度分の地方税法の規定に
よる市民税の課税所得額の計算上収入額とすべき金額。（事業・不動
産などの収入も含む）

（表２）　限度額認定証（認定証）自己負担限度額・標準負担額一覧
（国民健康保険、後期高齢者医療以外の保険に加入されている方はこの表と異なる場合があります）

70歳未満の方（国民健康保険被保険者）

70歳以上の方（国民健康保険被保険者）および後期高齢者医療被保険者

区　分 自己負担限度額
（1カ月）

標準負担額
（1食）

療養病床入院の場合の標準負担額
食費（1食） 居住費（1日）

基礎控除後の「総所得金額等」が
９０１万円を超える世帯
（認定証に「ア」と表記）

252,600円＋（医療費－842,000円）×1％
ただし、過去12カ月で4回以上該当した場合は、4回目から

140,100円となります。

460円 460円
（※1）

370円

基礎控除後の「総所得金額等」が
６００万円を超え９０１万円以下の世帯

（認定証に「イ」と表記）
167,400円＋（医療費－558,000円）×1％

ただし、過去12カ月で4回以上該当した場合は、4回目から
93,000円となります。

基礎控除後の「総所得金額等」が
２１０万円を超え６００万円以下の世帯

（認定証に「ウ」と表記）
80,100円＋（医療費－267,000円）×1％

ただし、過去12カ月で4回以上該当した場合は、4回目から
44,400円となります。

基礎控除後の「総所得金額等」が
２１０万円以下の世帯
（認定証に「エ」と表記）

57,600円
ただし、過去12カ月で4回以上該当した場合は、4回目から

44,400円となります。

市民税非課税世帯
同一世帯の世帯主，被保険者全員が市

民税非課税の世帯
（認定証に「オ」と表記）

35,400円
ただし、過去12カ月で4回以上該当した場合は、4回目から

24,600円となります。

210円
長期入院該当
160円（※2）

210円 370円〔　　〕

区　分 自己負担限度額
（1カ月）

標準負担額
（1食）

療養病床入院の場合の標準負担額
食費（1食） 居住費（1日）

現役並み所得者
保険証の負担割合が3割

Ⅲ
（認定証は不要）
課税所得690万円以上

252,600円＋（医療費－842,000円）×1％
ただし、過去12カ月で4回以上該当した場合は、

4回目から140,100円となります。

460円 460円
（※1）

370円

Ⅱ
課税所得380万円以上
　　　　690万円未満

167,400円＋（医療費－558,000円）×1％
ただし、過去12カ月で4回以上該当した場合は、

4回目から93,000円となります。

Ⅰ
課税所得145万円以上
　　　　380万円未満

80,100円＋（医療費－267,000円）×1％
ただし、過去12カ月で4回以上該当した場合は、

4回目から44,400円となります。

一　般
保険証の負担割合が2割で市民税課税世帯
（認定証は不要）

入院 ：57,600円
（4回目以降は、44,400円）

外来 ：18,000円
（8月～翌年7月の年間限度額は144,000円）

市
民
税
非
課
税
世
帯

低所得者Ⅱ
同一世帯の世帯員全員※3が市民税非課税
（認定証に「区分Ⅱ」と表記）

入院 ：24,600円

外来 ： 8,000円

210円
長期入院該当
160円 ※2

210円 370円

低所得者Ⅰ
同一世帯の世帯員全員※3が市民税非課税で、世帯
の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を
80万円で計算）を差し引いたときに0円となる方
（認定証に「区分Ⅰ」と表記）

入院 ：15,000円

外来 ： 8,000円
100円

130円
老齢福祉年金
受給者
100円

370円
老齢福祉年金
受給者
0円

〔　　〕

〔　　〕〔　　〕
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
75

歳
以
上
の
方
（
65
歳
以
上
75
歳
未

満
の
一
定
程
度
の
障
害
が
あ
る
方

で
、
申
請
に
よ
り
広
域
連
合
の
認

定
を
受
け
た
方
を
含
む
）
を
対
象

と
し
た
医
療
制
度
で
す
。

保
険
料
の
決
め
方

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

被
保
険
者
一
人
一
人
が
保
険
料
を

納
め
ま
す
。
保
険
料
額
は
、
被
保

険
者
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る

「
所
得
割
額
」
と
、
被
保
険
者
全

員
が
等
し
く
負
担
す
る
「
均
等
割

額
」
の
合
計
額
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
方
法

【
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）】

　
次
に
該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

①
年
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円
以

上
の
方

②
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
で
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介

護
保
険
料
と
の
合
計
額
が
年
金

受
給
額
の
２
分
の
１
以
下
の
方

【
普
通
徴
収（
納
付
書
払
い
・
口
座
振
替
）】

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

な
ど
が
対
象
で
す
。

①
75
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
方

②
他
市
区
町
村
か
ら
本
市
へ
転
入

し
た
ば
か
り
の
方

③
そ
の
他
、
特
別
徴
収
の
事
由
に

該
当
し
な
い
方

※
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
方
で

も
、
申
し
出
を
す
れ
ば
口
座
振
替

で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
事
前
に
金
融
機
関
で
の
手
続
き

が
必
要
で
す
）。

保
険
料
額
の
決
定

　
７
月
中
旬
に
保
険
料
額
決
定
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

後期高齢者医療（保険料の決め方）

所得の低い方の軽減
　○均等割額の軽減について

世帯内の被保険者と世帯主の前年所得の合計額
（　　部分は年金・給与所得者★の数が２人以上の場合に計算します） 軽減後の均等割額

43万円＋10万円×（年金・給与所得者等の数－１）以下の場合 ７割軽減
13,752円／年

43万円 ＋ （28万5千円 × 世帯内の被保険者数）
　　　　  ＋10万円×（年金・給与所得者等の数－１）以下の場合

５割軽減
22,920円／年

43万円 ＋ （52万円 × 世帯内の被保険者数）
　　　　  ＋10万円×（年金・給与所得者等の数－１）以下の場合

２割軽減
36,672円／年

　　★「年金・給与所得者」とは、給与所得または公的年金に係る雑所得がある方です。
　　 ㊟均等割額の軽減は、世帯内の被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。ただし、次の①・②については所得割額で
用いる総所得金額等とは取り扱いが異なります。

　　①  65歳以上の方で公的年金等控除の適用がある方は、公的年金等に係る所得から15万円を限度として控除します。た
だし、障害認定（65歳）の被保険者で保険料算定に64歳時の所得・課税情報を使用する対象者は含まれません。

　　②　「専従者控除」、「居住用財産や収用により譲渡した場合等の課税の特例」の適用はありません。

　　※ 後期高齢者医療制度加入直前に、国保および国保組合を除く健保組合等の被扶養者であった方については資格取得
後２年を経過する月までの間に限り、均等割額が５割軽減となり、所得割額の負担はありません。ただし、表中の均等
割額の７割軽減にも該当する方については、７割軽減が適用されます。

　　※ 軽減判定は、賦課期日（令和４年４月１日または資格取得日）時点で行われます。賦課期日後に世帯異動があった場合
でも再判定は行いません。

　　※所得等の申告がない場合は、軽減されないことがあります。

所得割額＝（総所得金額等－基礎控除）×0.0867
※総所得金額等とは、収入から控除額等を差し引い
て算出される金額のことで、社会保険料控除等の
各種所得控除前の金額です。また、退職所得以外
の分離課税の所得金額も総所得金額等に含まれ
ます。

※基礎控除は、前年の合計所得金額から43万円を差
し引いた金額です。（所得により例外もあります）

後 期 高 齢 者 医 療 保 険

保
険
料
率

保
険
料
率
がが

決
定
決
定
し
ま
し
た

し
ま
し
た
――

均等割額
45,840円

※所得割額
所得割率8.67％

年間保険料
（限度額66万円）＋ ＝

ほ け ん

国
民
健
康
保
険

　
令
和
４
年
度
の
国
民
健
康
保
険

の
保
険
料
率
が
表
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。

　
納
付
通
知
書
は
７
月
中
旬
に
世

帯
主
宛
て
に
送
付
し
ま
す
。
世
帯

主
が
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で

な
い
場
合
で
も
、
納
付
義
務
者
は

世
帯
主
と
な
る
た
め
宛
先
は
世
帯

主
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
世

帯
主
を
擬
制
世
帯
主
と
い
い
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
方
法

【
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）】

世
帯
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
全

員
が
65
歳
以
上
で
、
次
の
要
件
を

全
て
満
た
す
場
合
、
保
険
料
が
世

帯
主
の
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま

す
。

①
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
加
入

者
で
年
度
内
に
75
歳
に
到
達
し
な

い
。

②
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金

が
年
額
18
万
円
以
上
で
あ
る
。

③
世
帯
主
の
介
護
保
険
料
が
特
別

徴
収
さ
れ
て
い
る
。

④
介
護
保
険
料
と
の
天
引
き
額
の

合
計
が
、
年
金
受
給
額
の
２
分

の
１
以
下
で
あ
る
。

【
普
通
徴
収（
納
付
書
払
い
・
口
座
振
替
）】

　
特
別
徴
収
の
要
件
に
該
当
し
な

い
方
や
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

た
ば
か
り
の
方
な
ど
は
、
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

※
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
方
で

も
、
申
し
出
を
す
れ
ば
口
座
振
替

で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
事
前
に
金
融
機
関
で
の
手
続
き

が
必
要
で
す
）。

○国民健康保険の保険料率
　国民健康保険料は、医療分、後期高齢者支援金分（支援金分）および介護分で構成され、それぞれ所得割、均等割および平等
割を合計した額が賦課されます。

医療分
（加入者全員）

支援金分
（加入者全員）

介護分
（40歳から64歳の方） 計　算　方　法

①所得割 6.86％ 2.52％ 2.04％ 基準総所得金額×所得割率
②均等割  26,615円   9,607円  10,071円 均等割×世帯内の加入者数
③平等割  18,024円   6,506円   4,911円 １世帯当たりの金額
賦課限度額 650,000円 200,000円 170,000円 ①から③の合計額の上限

※65歳以上の加入者は介護保険料個別納付になるため、介護分の負担はありません。
※所得割の算定に用いる「基準総所得金額」とは、令和３年中の総所得金額等から43万円を差し引いた金額です。ここでいう
「総所得金額等」とは、給与所得や申告分離課税の配当所得などの各種所得の合計額で、各種所得控除を差し引く前の金額
です（国民健康保険では退職所得は含みません）。所得割の算定では、雑損失の繰越控除の適用はありません。

○国民健康保険料の軽減
（１）低所得世帯にかかる保険料の軽減
　次の所得の世帯の方は、保険料の均等割額と平等割額が軽減されます。

擬制世帯主と国民健康保険加入者の令和３年中の総所得金額等の合計額 軽減割合
43万円以下の世帯＋10万円×(給与所得者等の数－1) ７割

43万円＋(28万5千円×加入者数)＋10万円×(給与所得者等の数－1)以下の世帯 ５割
43万円＋(52万円×加入者数)＋10万円×(給与所得者等の数－1)以下の世帯 ２割

※給与所得者等とは、給与所得者（給与収入55万円超え）と公的年金などの支給（60万円超え（65歳未満）または110万円超え
（65歳以上））を受けるもの。

（２）未就学児にかかる保険料の軽減
　 　子育て世帯の経済的負担軽減の観点から、今年度より未就学児（平成28年４月２日以降生まれの方）にかかる保険料の
均等割額が５割軽減されます。

所得の基準による均等割額の軽減 未就学児以外の方の均等割額軽減割合 未就学児の均等割額軽減割合
７割軽減世帯 ７割 8.5割
５割軽減世帯 ５割 7.5割
２割軽減世帯 ２割 ６割
軽減なし世帯 軽減なし ５割

※「（１）低所得世帯にかかる保険料の軽減」に該当する世帯は、軽減後の均等割額から５割軽減されます。

国 民 健 康 保 険

国保・
後期高齢

問い合わせ　市民税務課　☎59-2128
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Health Care
サイトをスマホで確認

　
熱
中
症
と
は
、
体
温
並
み
の
気

候
の
中
、
汗
を
か
き
体
の
水
分
が

少
な
く
な
る
こ
と
で
、
体
に
熱
が

こ
も
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。
特

に
「
気
温
が
高
い
・
湿
度
が
高
い
・

風
が
弱
い
・
日
差
し
が
強
い
日
」

は
注
意
が
必
要
で
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
感
染
防
止

の
3
つ
の
基
本
で
あ
る
①
身
体
的

距
離
の
確
保
②
マ
ス
ク
の
着
用
③

手
洗
い
や
、「
3
密
（
密
集
、密
接
、

密
閉
）」
を
避
け
る
な
ど
の
生
活

様
式
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
熱

中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
以

下
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
夏
を

ク
ー
ル
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

高齢者、子ども、
障害者の方は、熱
中症になりやすい
ため十分に注意し
ましょう。周囲の
方からも積極的な
声かけをお願いし
ます。 

熱中症の
 主な症状

適宜マスクをはずしましょう
・ 気温や湿度の高い中でのマス
ク着用は要注意。

・ マスクを着用しているとき
は、負荷のかかる作業や運動
を避け、周囲との距離を十分
にとった上で、適宜マスクを
はずして休息を。

こまめに水分補給しましょう
・ のどが渇く前に水分補給。
・ １日あたり 1.2 リットルを目
安に。

・ 大量に汗をかいたときは塩分
も忘れずに。

日頃から健康管理をしましょう
・ 日頃から体温測定、健康
チェック。

・ 体調が悪いと感じたときは、
無理せず自宅で静養。

暑さに備えた体作りをしましょう
・ 暑くなり始めの時期から適度
に運動をしましょう。
・ 「やや暑い環境」で「ややき
つい」と感じる強度の運動に
する。

暑さを避けましょう
・ エアコンを利用するなど、部
屋の温度を調整。
・ 感染症予防のため、換気扇や
窓開放によって換気をしつつ
エアコンの温度設定をこまめ
に調整。
・ 暑い日や時間帯は無理をしな
い。
・ 涼しい服装にする。
・ 急に暑くなった日などは特に
注意する。

　
６
月
４
日
、
ア
ゼ
リ
ア
お
お
た

け
で
『
よ
く
噛
め
る
８
０
２
０
達

成
者
表
彰
式
』
が
行
わ
れ
、
80
歳

に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本
以

　
６
月
４
日
、
ア
ゼ
リ
ア
お
お
た

け
で
『
子
ど
も
の
歯
を
守
る
つ
ど

い（
予
約
制
）』を
開
催
し
ま
し
た
。

上
維
持
し
て
い
る
28
人
の
方
が
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

歯
の
な
ん
で
も
相
談
33
人
、
矯
正

相
談
６
人
の
参
加
が
あ
り
普
段
気

に
な
っ
て
い
る
歯
並
び
や
、
お
口

の
健
康
な
ど
に
つ
い
て
、
相
談
し

て
い
ま
し
た
。

熱中症予防行動のポイント

顔が赤い、意識障害がある、
まっすぐ歩けないなど

頭ががんがんする、吐き気
がする、体がだるい

めまい、立ちくらみ、筋肉
のこむら返り、手や口のし
びれ、脈が速い、汗が拭い
ても拭いても出てくる

よく噛
か

める

8020
　 達成者表彰

第39回
子どもの歯を
守るつどい

開催
問い合わせ
　大竹地区歯科衛生連絡協議会（保健医療課内）
　☎59-2153

コ
ロ
ナ
に
も
、

暑
さ
に
も
負
け
ず

夏
を
ク
ー
ル
に
乗
り
切
ろ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

保
健
医
療
課　

☎
59
２
１
４
０

○ 熱中症に関する
詳しい情報（環
境省）

○ 新型コロナウイル
ス感染症に関する
情報（厚生労働省）

ほ け ん
　

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
方
）

の
介
護
保
険
料
は
、
３
年
ご
と
に
改
定
が

行
わ
れ
ま
す
。
本
市
の
令
和
３
〜
５
年
度

の
介
護
保
険
料
は
表
の
と
お
り
で
す
。
納

入
通
知
書
は
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
方
法

【
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）】

　

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
を
年
額

18
万
円
以
上
受
給
し
て
い
る
方
は
、
原
則

と
し
て
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

ま
す
。

【
普
通
徴
収
（
納
付
書
払
い
・
口
座
振
替
）】

　

年
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
方

や
65
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
方
、
他
市
区

町
村
か
ら
本
市
へ
転
入
し
た
ば
か
り
の
方

な
ど
は
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

７
月
１
日
か
ら
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
、
新
た
に
池
上
宏
さ
ん
、
土
坂
マ
チ

子
さ
ん
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
人
権
擁
護
委
員
は
在
任
中
の
古

原
陽
子
さ
ん
、
弘
兼
秀
子
さ
ん
、
前
安
井

美
千
子
さ
ん
、
正
木
靜
夫
さ
ん
、
山
本
竹

生
さ
ん
と
合
わ
せ
て
７
人
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
町
村
長
が
推
薦

し
、
法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
て
、
国
民

一
人
一
人
の
人
権
を
守
る
た
め
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

新
た
に
任
命
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員
が

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

問
い
合
わ
せ

　
　
　

自
治
振
興
課　

☎
59
２
１
４
５

令和４年度
介護保険料決定

問い合わせ
　市民税務課　☎59-2128

第１号被保険者の介護保険料
段　階 対　　　　象　　　　者 保険料率 年間保険料

第１段階

老齢福祉年金受給者で世帯全員が市民税非課税の方または生活保護を
受給している方

0.30 17,586円

世帯全員が市民税非課税
本人の前年の合計所得金
額（課税年金収入に係る
雑所得を除く）と課税年
金収入の合計

80万円以下

第２段階 80万円超え
120万円以下 0.50 29,310円

第３段階 120万円超え 0.70 41,034円

第４段階
本人が市民税非課税で
世帯の誰かが市民税課税

80万円以下 0.87 50,999円

第５段階 80万円超え 1.00
（基準） 58,620円

第６段階

本人が市民税課税 本人の前年の
合計所得金額

125万円未満 1.20 70,344円

第７段階 125万円以上
190万円未満 1.30 76,206円

第８段階 190万円以上
290万円未満 1.50 87,930円

第９段階 290万円以上
400万円未満 1.60 93,792円

第10段階 400万円以上
600万円未満 1.75 102,585円

第11段階 600万円以上 1.85 108,447円

※ 介護保険料の算定に使用する合計所得金額は、租税特別措置法に規定される長期譲渡所得等に係る特別控除を適用後の
金額となります。

土坂マチ子さん 池上　宏さん
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今
年
度
20
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
か
ら
、

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
実
行
委
員
会

で
は
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
役
割
を

決
め
て
企
画
・
運
営
を
し
ま
す
。
一
生
に

一
度
の
二
十
歳
の
お
祝
い
の
会
を
皆
さ
ん

の
手
で
作
り
あ
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状

況
に
よ
り
、
内
容
が
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

二
十
歳
の
つ
ど
い
開
催

と　

き　
令
和
５
年
１
月
９
日
（
月
・
祝
）

13
時
〜
16
時
（
予
定
）

と
こ
ろ　
ア
ゼ
リ
ア
お
お
た
け（
大
竹
会
館
）

対　

象　

平
成
14
年
４
月
２
日
生
ま
れ
〜

平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

募
集
人
数　
10
人
程
度

申
し
込
み　

９
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま

た
は
メ
ー
ル
に
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
出

身
小
・
中
学
校
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

タ
イ
ト
ル
を
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
実
行
委

員
会
メ
ン
バ
ー
募
集
」
と
付
け
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

seigaku@
city.otake.hiroshim

a.jp

　
７
月
は
「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
」

な
ら
び
に
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

全
国
強
調
月
間
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
が
全
国
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
青
少
年
非
行
防
止
実
行
委

員
会
の
構
成
機
関
・
団
体
が
協
力
し
、
巡

回
広
報
活
動
、
共
同
街
頭
補
導
お
よ
び
巡

回
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

青
少
年
の
非
行
や
犯
罪
防
止
、
健
全
育
成

に
つ
い
て
地
域
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
例
年
よ
り
規
模

を
縮
小
し
て
実
施
し
ま
す
。

と　

き　

７
月
２
日
㈯　

13
時
〜
15
時

（
12
時
30
分
開
場
）

と
こ
ろ　
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル

内　

容

○

「
ひ
ま
わ
り
の
譜う
た
合
唱
」

○

式
典

○

講
演
会

　
テ
ー
マ
「
守
り
た
い
！
子
ど
も
の
安
全
」

　
講
師
：
岡　
真
裕
美
さ
ん

　
　
　
　
（
子
ど
も
安
全
講
師
）

○

中
学
生
意
見
発
表

こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
︑

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
関
連
ペ
ー
ジ
に

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
︒

二は

た

ち

十
歳
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会

メ
ン
バ
ー
募
集

　
　

問
い
合
わ
せ

　
　
　

生
涯
学
習
課　

☎
53
５
８
０
０

自分自分たちでたちで
企画企画・・運営を運営を

スローガン
★地域ぐるみで　青少年を守ろう　育てよう
★犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ

7月2日㊏ 13時▶15時
アゼリアホール

市民 の つどい
問い合わせ
　青少年育成センター
　（生涯学習課内）
　☎28-5680

消防団員募集
消防団は若い力、女性の力を
必要としています。
自分の大切な町、大切な人を
一緒に守りましょう。
問い合わせ　消防本部消防課
☎53-7708

中学生交歓交流事業
中 止

問い合わせ　生涯学習課　☎28-5680

　沖縄県豊見城市と大竹市の中学生が毎
年相互に訪問し、平和学習などの交流を
行う「中学生交歓交流事業」は、新型コ
ロナウイルス感染拡大防止のため中止し
ます。

４回目接種について
　追加（３回目）接種から５カ月経過後に接種が
可能です。
対　象　①60歳以上の方②18歳以上60歳未満で
基礎疾患がある方、その他重症化リスクが高いと
医師が認める方
※ ②の方で接種希望者は保健医療課へ接種券の交
付申請の手続きをしてください。

追加（３回目）接種について
　18歳以上は、２回目の接種を完了してから４カ
月目に到達した方に対して、順次、追加（３回目）
接種券を送付しています。個別接種または集団接
種で早めに接種を受けてください。
　12歳～ 17歳の追加（３回目）接種を開始してい
ます。この年齢の方は、ファイザー社製ワクチン
のみ使用可能です。そのため、個別接種のみとな
ります。

小児（５～11歳）接種について
　個別接種のみ行っています。小児ワクチンは、
12歳以上が使用するワクチンとは種類が異なり
ます。接種は任意であり「努力義務」は適用されて
いません。

初回（1・2回目）接種希望者の方へ（12歳以上の方）
　現在、市で予約を集約していますので、希望さ
れる場合は、新型コロナウイルスワクチン接種専
用電話へ。

武田社ワクチン（ノババックス）の接種（1～3回目）について
　県が武田社ワクチン（ノババックス）の接種会
場を設置します。詳しくは、県ホームページを確
認してください。８月上旬（予定）に市内でも接種
できるよう、現在準備しています。
詳しくは新型コロナウイルスワクチン接種専用
電話へ。

※ 各接種について詳しくは、接種券に同封したチ
ラシをご覧ください。

ワクチン相談窓口など
・ 広島県新型コロナウイルスワクチン接種相談
窓口（専門的・一般的相談窓口）

電 　 話 082-513-2847
ファクス 082-211-3006
24時間・土・日曜日、祝日対応
・ 新型コロナウイルスワクチン
接種の総合案内
　コロナワクチンナビ
大竹市でのワクチン接種の最新情報については、
市ホームページをご覧ください。

新型コロナワクチン接種に関する公的関与の既定の適用

重症化リスクの高い基礎疾患のある方
１以下の病気や状態の方で、通院・入院している方
１．慢性の呼吸器の病気
２．慢性の心臓病（高血圧を含む）
３．慢性の腎臓病
４．慢性の肝臓病（肝硬変など）
５． インスリンや飲み薬で治療中の糖尿病または他の病
気を併発している糖尿病

６．血液の病気（ただし、鉄欠乏性貧血を除く）
７．免疫の機能が低下する病気（治療中の悪性腫瘍を含む）
８． ステロイドなど、免疫の機能を低下させる治療を受
けている

９．免疫の異常に伴う神経疾患や神経筋疾患
10． 神経疾患や神経筋疾患が原因で身体の機能が衰えた

状態（呼吸障害等）
11．染色体異常
12． 重症心身障害（重度の肢体不自由と重度の知的障害

とが重複した状態）
13．睡眠時無呼吸症候群
14． 重い精神疾患（精神疾患の治療のため入院している、

精神障害者保健福祉手帳を所持している、または自立
支援医療（精神通院医療）で「重度かつ継続」に該当
する場合）や知的障害（療育手帳を所持している場合）

２基準（BMI 30 以上）を満たす肥満の方
＊  BMI30の目安：身長170cmで体重約87kg、身長160cmで体重約77kg。

C O V I D - 1 9
V A C C I N E

大竹市での 新型コロナウイルス感染症の

ワクチン接種のお知らせVOL.14
大竹市新型コロナウイルスワクチン専用電話　☎28-1611
受付時間 8 時 30 分～ 17 時（土・日曜日、祝日除く）

接 種 費 用（無料）
ワクチン接種（任意）
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↑

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

の
長
期
化
に
よ
り
、
子
育
て
と
仕
事
を
一

人
で
担
う
低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯
の
生

活
を
支
援
す
る
た
め
、
特
別
給
付
金
を
支

給
し
ま
す
。

対　

象

①
令
和
４
年
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
を
受
け
て
い
る
方

②
公
的
年
金
給
付
な
ど
を
受
給
し
て
お

り
、
令
和
４
年
４
月
分
の
児
童
扶
養
手

当
の
支
給
が
全
額
停
止
さ
れ
る
方
（
既

に
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
と
し
て

の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
だ
け
で
は
な

く
、
児
童
扶
養
手
当
の
申
請
を
し
て
い

れ
ば
、
令
和
４
年
４
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
が
全
額
ま
た
は
一
部
停
止

さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
方
も
対
象
と
な

り
ま
す
）

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
て
家
計
が
急
変
す
る
な
ど
、
収

入
が
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
と
同
じ
水
準
と
な
っ
て
い
る
方

※
②
ま
た
は
③
に
該
当
す
る
方
で
あ
っ
て

も
、
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
子

育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
（
ひ
と

り
親
世
帯
以
外
の
低
所
得
の
子
育
て
世
帯

分
）
の
支
給
を
既
に
受
け
て
い
る
方
、
ま

た
は
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
決
定
し
て
い

る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

支
給
額

　
一
世
帯
５
万
円

　
第
２
子
以
降
１
人
に
つ
き
５
万
円

受
給
手
続
き

　

支
給
対
象
者
②
③
に
該
当
す
る
方
は
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
①
に
該
当
す
る

方
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

必
要
書
類

　

支
給
対
象
者
②
の
う
ち
児
童
扶
養
手
当

の
受
給
資
格
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い

方
、
ま
た
は
③
の
方

・
申
請
書（
福
祉
課
に
備
え
付
け
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
）

・
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し

・
申
請
者
本
人
の
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し

・
申
請
者
本
人
と
支
給
対
象
児
童
の
戸
籍

謄
本
ま
た
は
抄
本
（
既
に
児
童
扶
養
手

当
の
受
給
資
格
者
と
し
て
認
定
を
受
け

て
い
る
方
は
不
要
で
す
）

対　

象

　
次
の
２
つ
の
要
件
に
該
当
す
る
方

※
特
別
給
付
金
（
ひ
と
り
親
世
帯
分
）
を

受
け
取
っ
た
方
は
除
き
ま
す
。

○

令
和
４
年
４
月
か
ら
令
和
５
年
３
月
ま

で
の
い
ず
れ
か
の
月
分
の
児
童
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
、
ま
た

は
平
成
16
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19
年

４
月
１
日
ま
で
の
間
に
出
生
し
た
児
童

の
養
育
者

※
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
者
、
法

人
は
対
象
外
で
す
。

○

令
和
４
年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非

課
税
の
方
、
ま
た
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
令
和
４

年
１
月
１
日
以
降
の
収
入
が
急
変
し
、

住
民
税
非
課
税
相
当
の
収
入
と
な
っ
た

方
（
家
計
急
変
者
）

※
住
民
税
の
申
告
が
済
ん
で
い
な
い
方

は
、
非
課
税
を
確
認
後
、
支
給
し
ま
す
。

収
入
が
な
か
っ
た
な
ど
の
理
由
で
申
告
し

て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
市
民
税
務
課
で

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
障
害
の
状
態
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る

場
合
は
確
認
す
る
た
め
の
書
類

・
簡
易
な
収
入
額
等
の
申
立
書

・
令
和
２
年
２
月
以
降
の
収
入
を
証
明
す

る
書
類
（
給
与
明
細
書
・
公
的
年
金
証

書
な
ど
）

支
給
額　
児
童
１
人
に
つ
き
５
万
円

受
給
手
続
き

手
続
き
が
不
要
な
方

①
児
童
手
当
の
受
給
者
（
公
務
員
を
除
く
）

ま
た
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者

で
、
令
和
４
年
度
分
の
住
民
税
均
等
割

が
非
課
税
の
方
（
該
当
す
る
方
に
は
通

知
を
し
、
随
時
支
給
）

手
続
き
が
必
要
な
方

②
平
成
16
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19
年
４

月
１
日
ま
で
の
間
に
出
生
し
た
児
童
の

み
を
養
育
し
て
い
る
方
で
、
令
和
４
年

度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
の
方

（
該
当
す
る
方
に
は
７
月
中
旬
に
申
請

書
類
を
送
付
）

③
そ
の
他
の
支
給
対
象
者

申
請
書
類
（
③
の
方
の
場
合
）

・
申
請
書

・
申
請
者
（
収
入
金
額
の
高
い
方
）
の
本

人
確
認
書
類
の
写
し

・
申
請
者
と
児
童
の
関
係
を
確
認
で
き
る

書
類
の
写
し

ひ
と
り
親
世
帯
分

ひ
と
り
親
世
帯
以
外
分

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金

問い合わせ
　福祉課　☎59-2148

・
申
請
者
の
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
の
写
し

・
簡
易
な
収
入（
所
得
）見
込
額
の
申
立
書

・
申
請
者
、
配
偶
者
な
ど
の
令
和
４
年
１

月
以
降
の
１
カ
月
の
収
入
額
が
分
か
る

書
類
（
給
与
明
細
書
な
ど
）

※
申
請
書
・
申
立
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
請
期
限　

令
和
５
年
２
月
28
日
㈫
ま
で

に
福
祉
課
へ
。

　

市
の
福
祉
医
療
に
は
、
①
重
度
心
身
障

害
者
医
療
、
②
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
、

③
こ
ど
も
医
療
、
④
精
神
障
害
者
医
療
の

制
度
が
あ
り
、
医
療
費
の
自
己
負
担
分
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
保

険
適
用
外
の
も
の
は
除
き
ま
す
。

　

現
在
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
更

新
時
に
引
き
続
き
受
給
資
格
が
あ
れ
ば
、

新
し
い
受
給
者
証
を
7
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
。
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
受
給
者
証
は

返
却
す
る
か
、
ご
自
身
で
確
実
に
破
棄
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
転
出
や
所
得
制
限
な
ど
で
受
給

資
格
が
な
く
な
っ
た
場
合
は
受
給
者
証
を

必
ず
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
下
表
の
基
準
に
該
当
し
、
ま
だ

認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
所
定
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
認
定
に
は
審
査

が
あ
り
ま
す
）

申
請
・
返
却

　

受
給
者
証
の
返
却
や
認
定
申
請
を
さ
れ

る
方
は
、
保
健
医
療
課
ま
た
は
各
支
所
へ
。

福祉医療制度
新しい受給者証は
７月下旬に郵送

問い合わせ
　保健医療課　☎59-2141

区　分 助成の対象となる方 所得制限 受診時一部負担

①重度心身障害者
医療

・身体障害者手帳１級～３級、
療育手帳Ⓐ、A、Ⓑをお持ちの方。
ただし65歳以上の方で、後期高
齢者医療制度の障害認定要件に
該当する方は後期高齢者医療に
加入した場合のみ助成されま
す。

・本人所得が169万5千円未満
かつ扶養義務者所得が628万7
千円未満であること。
（扶養人数などにより基準額は
変わります。）
※継続して常時、人工呼吸器な
ど装着をしている方は、所得制
限が緩和される場合がありま
す。

・医療機関
１日200円、医療機関ごとに、
通院は月4日まで、入院は月14
日まで必要。
・保険薬局（処方箋などによる
薬代）
一部負担金は必要ありません。

②ひとり親家庭等
医療

・ひとり親の家庭などで令和５
年３月末時点で18歳以下の児童
とその児童を養育している父親
または母親など。
・父母のいない令和５年３月末
時点で18歳以下の児童。

・所得税非課税の世帯の方。（平
成22年度税制改正前基準によ
る。）
ただし住民票が別でも生計が同
一である扶養義務者は所得制限
の審査対象になります。

・医療機関
１日500円、医療機関ごとに、
通院は月4日まで、入院は月14
日まで必要。
・保険薬局（処方箋などによる
薬代）
一部負担金は必要ありません。

③こども医療 ・０歳～15歳（中学校卒業まで）
の児童。

・所得制限無し。

④精神障害者医療

・精神障害者手帳１級と自立支
援医療受給者証（精神通院）の
交付を受けている方。
ただし65歳以上の方で、後期高
齢者医療制度の障害認定要件に
該当する方は後期高齢者医療に
加入した場合のみ助成されま
す。

・本人所得が169万5千円未満
かつ扶養義務者所得が628万7
千円未満であること
（扶養人数などにより基準額は
変わります）

・医療機関
１日200円、医療機関ごとに、
通院は月４日まで。
※入院は対象外
・保険薬局（処方箋などによる
薬代）
一部負担は必要ありません。

住民税非課税相当の収入の目安
世帯の人数（注） 非課税相当収入限度額（年額）

２人（例）夫（婦）＋子１人 146.9万円
３人（例）夫婦＋子１人 187.7万円
４人（例）夫婦＋子２人 232.7万円
５人（例）夫婦＋子３人 277.7万円
６人（例）夫婦＋子４人 322.7万円

（注）世帯人数は、次の合計人数です。
・申請者（収入金額の高い方）
・同一生計配偶者（収入金額103万円以下の方）
・扶養親族（16歳未満の方も含みます）
（注）申請者の年間収入見込み額が、非課税相当収入限度額以
下となることが要件の１つです。

厚生労働省
コールセンター

受付時間
９時～ 18時
（土・日曜日、祝日を除く）

0120-400-903
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防
災
リ
ー
ダ
ー
新
規
育
成
研
修
会

と　

き

①
11
月
13
日
㈰　
９
時
〜
16
時
30
分

②
11
月
20
日
㈰　
９
時
〜
12
時

※
認
定
に
は
、
①
②
の
受
講
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ　
市
役
所

内　

容　
講
義
、
実
技
（
救
命
）

対　

象

　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
高
校
生
以

上
の
方

申
し
込
み

　

９
月
30
日
㈮
ま
で
に
危
機
管
理
課
へ
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
申
し
込
み
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
岩
国
基
地
の
米
軍
機
に
よ
る

騒
音
が
発
生
し
て
お
り
、
特
に
阿
多
田
島

で
は
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

表
は
、
広
島
県
が
移
駐
完
了
前
後
の
騒

音
発
生
状
況
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で

す
。

　

70
ｄデ
シ
ベ
ルＢ
以
上
（
大
声
を
出
さ
な
け
れ
ば

会
話
が
聞
き
取
れ
な
い
程
度
）
の
騒
音
発

生
回
数
は
、
空
母
艦
載
機
の
移
駐
完
了
前

の
平
成
29
年
度
と
比
べ
て
、
廿
日
市
市
宮

島
で
４・
２
倍
、
阿
多
田
島
で
２・
２
倍
、

西
栄
で
８・
８
倍
に
な
っ
て
お
り
、
大
幅

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

測定地点
（国測定器設置箇所）

移駐完了前 移駐完了後 対H29増加
回数（倍率）
（Ｅ－Ａ）
（Ｅ /Ａ）

対R2増加
回数（倍率）
（Ｅ－Ｄ）
（Ｅ /Ｄ）

H29 年度
（Ａ）

H30 年度
（Ｂ）

R 元年度
（Ｃ）

R2年度
（Ｄ）

R3年度
（Ｅ）

６地点合計
（荒神原、戸河内除く） 3,872 回 4,969 回 6,386 回 6,624 回 9,664 回 5,792 回

（2.5 倍）
3,040 回
（1.5 倍）

内　
　

訳

岩国基地周辺
大竹市
阿多田島 2,322 回 3,182 回 3,922 回 3,932 回 5,153 回 2,831 回

（2.2 倍）
1,221 回
（1.3 倍）

大竹市
西栄 106 回 86 回 104 回 131 回 929 回 823 回

（8.8 倍）
798 回

（7.1 倍）
廿日市市
宮島 219 回 300 回 489 回 615 回 914 回 695 回

（4.2 倍）
299 回

（1.5 倍）
廿日市市
八坂公園 440 回 564 回 819 回 720 回 1,279 回 839 回

（2.9 倍）
559 回
（1.8 倍）

江田島市
沖美 88 回 169 回 177 回 235 回 292 回 204 回

（3.3 倍）
57 回

（1.2 倍）

訓練空域

北広島町
西八幡原 697 回 668 回 875 回 991 回 1,097 回 400 回

（1.6 倍）
106 回

（1.1 倍）

参
考

北広島町
荒神原 ― 580 回 689 回 635 回 809 回 ― 174 回

（1.3 倍）
安芸太田町
戸河内 ― 148 回 176 回 103 回 304 回 ― 201 回

（3.0 倍）
（中国四国防衛局公表資料を基に作成。欠測期間を含む場合がある。）

集計対象期間　令和３年４月１日～令和４年３月 31日

地
域
で
防
災
活
動
を
推
進
す
る

防
災
リ
ー
ダ
ー

　
　

問
い
合
わ
せ

　
　
　

危
機
管
理
課　

☎
59
２
１
１
９

騒音状況岩国基地に所属する
米軍機による

現在、40～70歳代の43人が、市長から防災リーダーとし
て認定を受け、市や県が主催する防災の講習会などで自
己研さんに努めたり、自治会や自主防災組織の防災活動
に参加したりするなどして、地域の防災力向上に努めて
います。
あなたも防災リーダーとなって、地域の防災活動の中心
として活動してみませんか。
※防災リーダーに認定されるためには、養成講習を受け
る必要があります。

男
女
共
同
参
画
が
進
め
ら
れ
る
中

ま
だ
女
性
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
は
い
ま
せ
ん
！

あ
な
た
が
初
の
女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
!!

募
集

問い合わせ
　危機管理課
　☎ 59-2119

　

市
内
を
運
行
す
る
バ
ス(

こ
い
こ
い
バ

ス
、
大
竹
・
栗
谷
線
バ
ス
、
坂
上
線
バ
ス)

は
、
台
風
な
ど
の
荒
天
時
、
事
故
や
災
害

時
な
ど
に
は
運
休
や
折
り
返
し
運
行
を
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

こ
い
こ
い
バ
ス

高
潮
時
、
小
方
港
付
近
ル
ー
ト
変
更

　

台
風
な
ど
で
高
潮
の
恐
れ
が
あ
る
と
き

は
小
方
港
付
近
の
市
道
に
あ
る
防
潮
扉
が

閉
ま
り
、 

運
行
ル
ー
ト
の
一
部
が
通
行
止

め
に
な
り
ま
す
。「
飛
石
港
」 

バ
ス
停
に
は

停
車
し
ま
せ
ん
。

大
竹
・
栗
谷
線
バ
ス

大
雨
時
、
一
部
区
間
折
り
返
し

　

降
雨
量
が
基
準
を
超
え
た
と
き
は
県
道

栗
谷
大
野
線
の
一
部
が
通
行
止
め
に
な
る

た
め
、「
渡
の
瀬
」
か
ら
「
西
医
療
セ
ン

タ
ー
」
ま
た
は
「
大
竹
駅
」
間
を
折
り
返

し
運
行
し
ま
す
。

坂
上
線
バ
ス

深
瀬
〜
大
竹
駅
間
折
り
返
し

　

降
雨
量
が
基
準
を
超
え
た
と
き
は
国
道

１
８
６
号
の
一
部
が
通
行
止
め
に
な
る
た

め
、「
深
瀬
」
か
ら
「
大
竹
駅
」
間
を
折

り
返
し
運
行
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
気
象
警
報
の
発
令
時
な
ど
、

状
況
に
応
じ
て
路
線
の
運
行
を
取
り
や
め

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
な
ど
で
お
知
ら
せ

　

降
雨
に
よ
る
通
行
止
め
の
解
除
は
、
道

路
管
理
者
（
県
）
が
パ
ト
ロ
ー
ル
で
、
通

行
の
安
全
を
確
認
し
た
後
に
な
り
ま
す
。

　

運
行
内
容
が
変
わ
る
と
き
は
、
防
災
行

政
無
線
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
グ
ー

グ
ル
マ
ッ
プ
の
ル
ー
ト
・
乗
り
換
え
の
経

路
検
索
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。
不

明
な
点
は
、
自
治
振
興
課
ま
た
は
運
行
業

者
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
物
件

　
価
格
表
と
位
置
図
の
と
お
り

申
込
期
間

　
７
月
１
日
㈮
か
ら
15
日
㈮
の
９
時
か
ら

17
時
（
土
、
日
曜
日
を
除
く
）
に
、
監
理

課
へ
。

分
譲
決
定
方
法

　

公
募
抽
選
方
式
（
複
数
の
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
は
抽
選
）

※
申
込
期
間
終
了
後
は
、
受
け
付
け
順
に

な
り
ま
す
。

※
申
し
込
み
の
詳
細
は
、
分
譲
要
領
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
分
譲
要
領
、
申
し
込

み
用
紙
は
監
理
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
７
月
１
日
公
開
）
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問い合わせ運行業者

大竹・栗谷線バス （有）大竹交通
☎52-1515

坂上線バス （有）大竹タクシー
☎52-3131

こいこいバス （有）大竹交通
（有）大竹タクシー

価格表

所在 地番 登記地目 面積（実測） 価格

御園２丁目 1274番21 宅地 115.44㎡ 5,810,000円

位置図

荒
天
時
・
災
害
時
の

バ
ス
運
行
情
報

　
　
　

問
い
合
わ
せ

　
　
　
　

自
治
振
興
課　

☎
59
２
１
４
２

御園２丁目市有地を分譲します―
問い合わせ
　監理課　☎ 59-2161
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野
焼
き
と
は

　

ご
み
を
適
正
な
焼
却
設
備
を
用
い
ず
、

屋
外
で
焼
却
す
る
こ
と
を
「
野
焼
き
」
と

い
い
ま
す
。

　

穴
を
掘
っ
て
焼
却
し
た
り
、
ド
ラ
ム
缶

の
使
用
や
ブ
ロ
ッ
ク
で
囲
う
な
ど
の
簡
易

な
構
造
物
を
用
い
て
焼
却
し
た
り
す
る
場

合
も
野
焼
き
に
該
当
し
、「
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
の

　

ご
み
処
理
施
設
で
は
、
高
度
な
設
備
に

よ
り
適
正
に
処
理
さ
れ
ま
す
が
、
野
焼
き

で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物
質

が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
健
康
や
環

境
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

火
災
発
生
の
危
険
も
あ
り
ま
す
。

違
反
し
た
場
合
、
ど
う
な
る
の

　

一
部
の
例
外
を
除
き
、
法
律
に
違
反
し

た
場
合
は
、「
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く

は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
そ

の
両
方
」
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
法
人
の
場
合
は
、「
３
億
円
以

下
の
罰
金
」
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

野
焼
き
禁
止
の
例
外
と
は

　
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」
な
ど
で
、
野
焼
き
禁
止
の
例
外
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、「
や
む
を
得
な
い
場
合
」や「
軽

微
な
も
の
」
に
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
で
き

る
限
り
最
小
限
に
と
ど
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
例
外
に
あ
た
る
焼
却
行
為
で

あ
っ
て
も
、
市
民
か
ら
煙
や
洗
濯
物
に
臭

い
が
つ
く
な
ど
の
苦
情
や
相
談
が
あ
っ
た

り
、
生
活
環
境
の
保
全
上
支
障
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
り
す
る
場
合
は
、
行
政
指
導

の
対
象
と
な
り
、
焼
却
を
止
め
て
も
ら
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

野
焼
き
禁
止
の
例
外

○

「
と
ん
ど
」
な
ど
、
風
俗
習
慣
上
ま
た

た
は
宗
教
上
の
行
事
を
行
う
た
め
に
必

要
な
廃
棄
物
の
焼
却

○

農
業
・
林
業
・
漁
業
を
営
む
た
め
に
、

や
む
を
得
ず
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却

　
「
保
険
料
免
除
制
度
」
と
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
場
合
に
、
そ
の
間
の
保
険
料
を
免
除
す

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

免
除
の
申
請
を
す
る
と
、
本
人
・
世
帯

主
・
配
偶
者
の
所
得
状
況
や
失
業
・
災
害

な
ど
の
現
況
を
審
査
し
、
承
認
さ
れ
た
場

合
、
所
得
に
応
じ
て
４
段
階
（
全
額
・
４

分
の
３
・
半
額
・
４
分
の
１
）
の
免
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

申
請
時
期

　

令
和
４
年
度
分
（
７
月
〜
令
和
５
年
６

月
分
）
の
手
続
き
は
７
月
１
日
か
ら
で
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
免
除
を
受
け
て
い
る

方
で
、
引
き
続
き
免
除
を
希
望
さ
れ
る
方

も
、
毎
年
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○

落
ち
葉
な
ど
の
た
き
火
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
、
日
常
生
活
を
営
む

上
で
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却
で

軽
微
な
も
の

※
た
だ
し
、
生
ご
み
、
ビ
ニ
ー
ル
類
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど
を
焼
却
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

年金
の
はなし

年金
の
はなし

年金
の
はなし

年金
の
はなし
№309№309

保険料を納めることが
困難なときは
「保険料免除制度」の
活用を―

問い合わせ
　広島西年金事務所　☎082-535-1505
　保健医療課　☎59-2141

No.
48

「
野
焼
き
」は
有
害
物
質
発
生
の
お
そ
れ

―
法
律
違
反
は
懲
役
ま
た
は
罰
金
―

問
い
合
わ
せ

　

環
境
整
備
課

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
５
１
０
１

　

環
境
整
備
係　

☎
59
２
１
５
４

「ひろしま環境の日」一斉行動
毎月第１土曜日は「ひろしま環境の日」です。

環境整備課 ☎59-２１５４
家庭で、職場で、できることからはじめましょう。

7月のテーマ7月のテーマ
やってみよう

～不要な照明は消そう～省エネ生活！

　

今
回
は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

の
お
話
で
す
。
ま
ず
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

て
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
（
※

注
）
を
利
用
し
て
い
る
方
が
受
け
取
れ
る

最
大
２
万
円
分
の
買
い
物
な
ど
に
使
え
る

ポ
イ
ン
ト
の
こ
と
で
す
。
次
の
３
つ
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
あ
わ
せ
て
２
万
円
分
の

ポ
イ
ン
ト
が
受
け
取
れ
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
お
よ
び

２
万
円
ま
で
の
チ
ャ
ー
ジ
、
ま
た
は
お

買
い
物
し
た
方
（
最
大
５
０
０
０
円
分
）

②
健
康
保
険
証
の
利
用
登
録
を
行
っ
た
方

（
７
５
０
０
円
分
）

③
公
金
受
取
口
座
の
登
録
を
行
っ
た
方

（
７
５
０
０
円
分
）

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る
た
め
の

３
つ
の
ス
テ
ッ
プ

１　

カ
ー
ド
取
得

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る
た
め
に

は
、
ま
ず
写
真
付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
カ
ー
ド
を
ま
だ

持
っ
て
い
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

取
得
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
令
和
４
年
９

月
末
ま
で
に
カ
ー
ド
の
申
請
を
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

２　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
し
込
み

　

既
に
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
免
除
申
請
時
に
継
続
審
査
を
希
望
さ
れ

た
方
は
手
続
き
が
不
要
の
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
免
除
の
申
請
は
、
申
請
が
受
理
さ

れ
た
月
か
ら
過
去
２
年
１
カ
月
前
（
令
和

４
年
７
月
中
に
申
請
す
る
場
合
は
令
和
２

年
６
月
〜
令
和
４
年
６
月
）
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

保
険
料
を

納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

　

保
険
料
の
免
除
を
受
け
る
と
、
将
来
受

け
取
る
年
金
額
が
満
額
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
満
額
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
免
除

を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
を
10
年
以
内
に

納
付
（「
追
納
」
と
い
い
ま
す
）
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
免
除
開
始
か
ら
２
年
を
経
過
す

る
と
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
加
算
額

が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
追
納

を
お
勧
め
し
ま
す
。

未
納
の
ま
ま
で
い
る
と

　

未
納
期
間
が
多
い
と
、
老
齢
年
金
が
受

給
で
き
な
く
な
る
可
能
性
や
、
万
が
一
の

と
き
の
障
害
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
所
得
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
方

も
、
免
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
広
島
西
年
金
事
務
所
ま
た

は
、
保
健
医
療
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限
は
令
和
５
年
２
月
末
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
は
現

金
で
は
な
く
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

サ
ー
ビ
ス
の
ポ
イ
ン
ト
で
受
け
取
る
た

め
、
自
身
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
方
は
、
あ
ら
か

じ
め
用
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
ア

プ
リ
」
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ

コ
ン
が
な
い
場
合
も
、
市
民
税
務
課
、
郵

便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
、
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

に
設
置
し
て
あ
る
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
手

続
ス
ポ
ッ
ト
」
で
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

設
置
場
所
は
、「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
手
続

ス
ポ
ッ
ト
（
総
務
省
）」
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
②
と
③
の
ポ
イ
ン
ト
申

し
込
み
は
、
令
和
４
年
６
月
30
日
か
ら
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ス
テ
ッ
プ
２
の
前
に
あ

ら
か
じ
め
、
健
康
保
険
証
利
用
登
録
や
公

金
受
取
口
座
登
録
を
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

３　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
受
け
取
り

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
①
で
申
し
込
み
し
た
方

は
、申
し
込
み
完
了
後
、選
択
し
た
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
で
２
万
円
ま
で

の
チ
ャ
ー
ジ
、
ま
た
は
買
い
物
す
る
と
選

択
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
サ
ー
ビ
ス
に
最

大
５
０
０
０
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ

れ
ま
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
②
と
③
に
つ
い

て
は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
し
込
み
後
、

一
定
期
間
経
過
後
そ
れ
ぞ
れ
７
５
０
０
円

分
の
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

　
詳
細
は
、「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
（
総

務
省
）」
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

（
※
注
）
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
と
は
、
お

札
や
小
銭
な
ど
の
現
金
を
使
わ
ず
に
支
払

い
を
す
る
こ
と
で
す
。
例
：
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

決
済
（
〜
Ｐ
ａ
ｙ
）
や
電
子
マ
ネ
ー
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
。

知ろうよ マイナンバー＃４

マイナポイントで
お得にお買い物
問い合わせ
　市民税務課　☎59-2143

マイナポイント事業

手続スポット
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若
年
層

―
30
歳
未
満
―

　

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
、
化
粧
品
、
情
報

商
材
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
、履
物
（
ス

ニ
ー
カ
ー
）
な
ど
の
相
談
が
あ
り
ま
す
。

販
売
購
入
形
態
で
は
、
通
信
販
売
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
）、
マ
ル
チ
・
マ
ル
チ

ま
が
い
商
法
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。

一
般
層

―
30
歳
〜
64
歳
―

　
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
、

情
報
商
材
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
、
リ

フ
ォ
ー
ム・修
理・補
修
、
不
審
な
メ
ー
ル・

電
話
な
ど
の
相
談
が
あ
り
ま
す
。
販
売
購

入
形
態
で
は
通
信
販
売
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
販
）
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者

―
65
歳
以
上
―

　

健
康
食
品
、
不
審
な
メ
ー
ル
・
電
話
、

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ

ト
な
ど
の
相
談
や
、
リ
フ
ォ
ー
ム
・
修
理
・

補
修
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
販
売
購
入
形
態
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
販
以
外
の
通
信
販
売
、
訪
問
販

売
、
電
話
勧
誘
販
売
、
点
検
商
法
の
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

大竹市で安全・安心な消費生活を送りましょう
お「お金に関してうまい話はない！」と肝に銘じましょう
  お おどされても、優しくされてもいらないときはきっぱり断りましょう

    た たくさんの情報を集めてトラブルを防止しましょう

      け 契約はその場で結ばず、じっくりゆっくり考えましょう

        し 消費生活センターにまず相談しましょう

 

0
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8
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16
18

2020年度 2021年度

2020・2021年度販売購入形態別相談件数

ひっかからないカモくん

自立した賢い
消費者になろう！令和３年度の相談状況消費者

シリーズ
消費者
シリーズ
No.254No.254

問い合わせ
　消費生活センター（産業振興課内）　☎57-3236
　【相談日】火・金曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　　　 ９時～12時・13時～16時

市消費生活センターの相談件数は、令和
３年度は51件で、令和２年度の67件に比
べて16件減少しています。
「電話勧誘販売」、「架空請求・不当請求」
に関する相談の減少がその主な要因と
なっています。

　

要
約
筆
記
と
は
、
聴
覚
に
障
害
が
あ
る

方
に
情
報
を
文
字
で
伝
え
る
方
法
で
す
。

要
約
筆
記
に
よ
り
、「
聞
こ
え
な
い
言
葉
」

が
「
目
で
見
え
る
言
葉
」
に
な
り
ま
す
。

こ
の
講
座
で
は
、
話
を
分
か
り
や
す
く
要

約
し
そ
の
場
で
文
字
に
し
て
伝
え
る
方
法

を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

と　

き

○

７
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
９
時
〜
12
時

○

７
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰
・
８
月
７
日
㈰

　
９
時
30
分
〜
12
時

と
こ
ろ　
サ
ン
ト
ピ
ア
大
竹

内　

容

１
回
目
：
要
約
筆
記
の
基
礎
知
識

２
回
目
：
手
書
き
の
要
約
筆
記

３
回
目
： 

パ
ソ
コ
ン
入
力
の
技
術
と
基
礎

知
識

４
回
目
：
パ
ソ
コ
ン
実
習

５
回
目
：
パ
ソ
コ
ン
実
習
・
事
例
検
討

※
３
回
目
以
降
は
パ
ソ
コ
ン
が
必
要
で

す
。（
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
10
以
上
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
必
須
）

定　

員　
10
人
（
申
込
順
）

参
加
料　
７
０
０
円
（
教
材
費
）

申
し
込
み

　
７
月
15
日
㈮
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会

へ
。

　

県
視
覚
障
害
者
団
体
連
合
会
は
、
視
覚

障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
を
図

る
た
め
、
県
内
で
１
頭
の
盲
導
犬
を
給
付

す
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

対　

象

　

県
内
（
広
島
市
を
除
く
）
に
１
年
以
上

居
住
す
る
18
歳
以
上
の
視
覚
障
害
者
で
、

次
に
該
当
す
る
も
の
。

(

ア)

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２

級
所
持
者

(

イ
）
社
会
活
動
の
参
加
に
効
果
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
方

(

ウ
）
盲
導
犬
を
適
切
に
利
用
し
、
飼
育

で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
方

(

エ
）
自
己
の
所
有
す
る
家
屋
以
外
に
居

住
す
る
方
は
、
盲
導
犬
の
飼
育
に
つ
い
て
、

そ
の
家
屋
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
人
の
承

諾
が
得
ら
れ
る
こ
と

申
し
込
み

　
７
月
20
日
㈬
ま
で
に
福
祉
課
備
え
付
け

の
申
請
書
を
福
祉
課
へ
。
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
調
査
、
面
接
な
ど
の
選
考
に
よ

り
給
付
候
補
者
を
決
め
ま
す
。
ま
た
、
期

限
内
に
申
請
で
き
な
い
場
合
も
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
盲
導
犬
を
除
く
補
助
犬
（
介
助
犬
・
聴

導
犬
）
の
給
付
希
望
の
連
絡
先
は

広
島
ハ
ー
ネ
ス
の
会

☎
０
８
２-

２
２
１-

８
２
７
５

参　

考

（
１
）
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
が
施
行
さ

れ
、
障
害
者
の
権
利
と
し
て
、
補
助
犬
の

同
伴
が
法
的
に
認
め
ら
れ
、
電
車
や
バ
ス

な
ど
の
公
共
交
通
機
関
、
郵
便
局
な
ど
の

公
共
施
設
、
不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す

る
ホ
テ
ル
、
デ
パ
ー
ト
、
レ
ス
ト
ラ
ン
と

い
っ
た
施
設
や
障
害
者
雇
用
事
業
所
な
ど

に
盲
導
犬
を
同
伴
す
る
こ
と
を
拒
ん
で
は

な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
盲
導
犬
は
、
厚
生
労
働
省
の
「
身

体
障
害
者
補
助
犬
法
」
に
基
づ
い
て
認
定

さ
れ
た
特
別
な
訓
練
を
受
け
た
犬
で
す
。

い
わ
ば
、
体
の
不
自
由
な
人
の
体
の
一
部

と
な
る
も
の
で
、
社
会
の
マ
ナ
ー
も
き
ち

ん
と
訓
練
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
話
や
手
入
れ
に
つ
い
て
も
、
利
用
者

が
盲
導
犬
と
と
も
に
訓
練
を
受
け
、
十
分

注
意
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

衛
生
面
で
も
安
心
で
き
ま
す
。

（
２
）
盲
導
犬
に
つ
い
て
は
、
日
本
ラ
イ

ト
ハ
ウ
ス
ま
た
は
日
本
盲
導
犬
協
会
で
訓

練
さ
れ
た
盲
導
犬
に
つ
い
て
給
付
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

要約筆記奉仕員
 養成講座

問い合わせ
　社会福祉協議会　☎52-2275

各種催しなどで
要約筆記の方の
協力が必要です。

福祉
の
とびら

福祉
の
とびら
No.97No.97

盲
導
犬
を
目
の
不
自
由
な
人
の
も
と
に

　
　
　
　
盲
導
犬
給
付
事
業

問
い
合
わ
せ

　

県
視
覚
障
害
者
団
体
連
合
会

　

☎
・
FAX
０
８
２
︲
２
２
９
︲
２
３
２
０

　

メ
ー
ル　

kenshishouren@
carol.ocn.ne.jp

2425 OTAKE 2022（令和4）.7OTAKE 2022（令和4）.7



▪
講
座
や
催
し
に
参
加
さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い　

マ
ス
ク
着
用
。当
日
検
温
を
し
、発
熱
、風
邪
、味
覚
・
嗅
覚
異
常
、せ
き
、体
調
不
良
な
ど
の
症
状
が
あ
れ
ば
、参
加
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

子
育
て

子
育
て
の
お
手
伝
い

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・

セ
ン
タ
ー
事
業
協
力
会
員

養
成
講
座
参
加
者
募
集

社
会
福
祉
協
議
会 

☎
52
２
２
７
５

福
祉
課 

☎
59
２
１
４
８

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト・
セ
ン

タ
ー
事
業：
地
域
で
育
児
な
ど
の
援

助
を
行
う
こ
と
を
希
望
す
る
方
と

援
助
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る

方
の
相
互・
援
助
活
動
に
関
す
る
連

絡・
調
整
を
行
い
、育
児
中
の
方
が

仕
事
と
家
庭
生
活
を
円
滑
に
両
立

で
き
る
よ
う
に
す
る
取
り
組
み
で

す
。◆
協
力
会
員
養
成
講
座
受
講
者

募
集：
こ
の
事
業
内
で
子
育
て
援
助

を
す
る
方
の
養
成
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

と
き
８
月
８
日
㈪
13
時
30
分
〜
16

時
30
分
▼
と
こ
ろ
サ
ン
ト
ピ
ア
大

竹
▼
対
象
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務

の
方
▼
内
容「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト・
セ
ン
タ
ー
事
業
と
は
」「
救

命
講
習
①
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
な

ど
」「
救
命
講
習
②
事
故
防
止
」▼
講

師
消
防
署
救
急
隊
員
▼
定
員
10
人

▼
申
し
込
み
７
月
29
日
㈮
ま
で
に

社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

砂
場
で
あ
そ
ぼ
う

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ 

☎
59
３
５
０
０

福
祉
課 

☎
59
２
１
４
８

　
園
庭
で
砂
場
あ
そ
び
や
シ
ャ
ボ
ン

玉
あ
そ
び
を
し
て
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。

と
き
７
月
14
日
㈭
10
時
45
分
〜
11

時
45
分
▼
対
象
お
お
よ
そ
１
歳
以

上
の
乳
幼
児
と
保
護
者
▼
定
員
親

子
10
組（
申
込
順
）▼
持
参
品
汚
れ

て
も
い
い
服
装
、靴
、飲
み
物
、タ
オ

ル
▼
申
し
込
み
前
日
ま
で
に
ど
ん

ぐ
り
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
へ
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
や
天
候
に
よ
り
、中
止
ま
た

は
室
内
の
活
動
に
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

ル
ー
シ
ー
ダ
ッ
ト
ン
で

親
子
の
絆
づ
く
り

第
２
弾

栄
公
民
館 

☎
53
６
６
８
８

と
き
７
月
26
日
㈫
10
時
30
分
〜
12

時
30
分
▼
と
こ
ろ
栄
公
民
館
和
室

▼
対
象
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の

親
子
を
優
先（
原
則
未
就
園
児
、産

後
の
方
は
産
後
２
カ
月
〜
）▼
内
容

ル
ー
シ
ー
ダ
ッ
ト
ン
第
２
弾
！
好

評
だ
っ
た
タ
イ
式
ヨ
ガ
。今
度
は
夏

に
向
け
て
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
を

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
！
冷
房
な
ど
で

実
は
冷
え
て
る
体
を
ポ
カ
ポ
カ
温

活
し
ま
し
ょ
う
。お
子
さ
ん
と
一
緒

に
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。▼
講

師
佐
伯
裕
子
さ
ん（
ル
ー
シ
ー
ダ
ッ

ト
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）▼
定
員

10
組（
申
込
順
）▼
持
参
品
飲
み
物
、

デ
ニ
ム
以
外
の
動
き
や
す
い
服
装

▼
申
し
込
み
７
月
３
日
㈰
か
ら
電

話
ま
た
は
直
接
栄
公
民
館
へ
。

健
康

Ｋａ
Ｒ
ａ
Ｄａ
カ
フ
ェ

（
健
康
講
座
）

玖
波
公
民
館 

☎
57
７
０
８
４

　

運
動
初
心
者
で
も
簡
単
に
楽
し

く
で
き
る
運
動
を
メ
イ
ン
に
行
い

ま
す
。健
康
的
な
運
動
習
慣
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
！

と
き・
内
容
①
７
月
７
日
㈭
10
時
〜

11
時「
ア
ロ
マ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス・
リ

ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」②
７
月
21
日
㈭

10
時
〜
11
時「
口こ
う
く
う腔
講
座・
お
口
を

鍛
え
ま
し
ょ
う
」▼
と
こ
ろ
玖
波
公

民
館
▼
講
師
健
康
運
動
実
践
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
▼
申
し
込
み
７
月

１
日
㈮
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
玖

波
公
民
館
へ
。

簡
単
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
心
身
と
も
に

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
＆
リ
ラ
ッ
ク
ス

女
子
力
Ｕ
Ｐ
講
座

保
健
医
療
課 
☎
59
２
１
５
３

　

音
楽
に
合
わ
せ
た
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
や
、ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル・
マ
ッ

ト
を
使
っ
た
簡
単
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

で
、体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。初
め
て

の
方・
一
人
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で

す
。美
し
い
姿
勢
に
つ
い
て
学
び
、

き
れ
い
で
し
な
や
か
な
身
体
づ
く

り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

と
き
７
月
11
日
㈪
10
時
30
分
〜
11

時
30
分
▼
と
こ
ろ
に
じ
い
ろ
こ
ど

も
園
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
▼
対
象

市
内
在
住
の
20
歳
代
か
ら
40
歳
代

の
女
性（
妊
娠
中
の
方
は
参
加
で
き

ま
せ
ん
）
▼
講
師
三
田
美
雪
さ
ん

（
運
動
ト
レ
ー
ナ
ー
）
▼
参
加
料
20

円（
傷
害
保
険
料
）▼
持
参
品
運
動

の
で
き
る
服
装
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、

飲
み
物
▼
申
し
込
み
不
要
。直
接
会

場
へ
。▼【
託
児
】定
員
３
人（
申
込

順
）▼【
託
児
料
】１
人
20
円（
傷
害

保
険
料
）▼
託
児
申
し
込
み
開
催
日

の
３
日
前
ま
で
に
電
話
で
保
健
医

療
課
へ
。

※
託
児
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、講
座
当

日
９
時
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

気分が
ゆううつ

県西部保健所 ☎0829-32-1181
７月6日㈬ 西部保健所  14時～１６時

申し込み

心の健康相談心の健康相談
(精神保健福祉相談)

※予約制(２日前までに)
とき・ところ

眠れない
認知症

酒・薬物依存
の問題

対人関係・
職場等での
ストレス

人とうまく
付き合えない

ひきこもり
相談無料
・秘密厳守

悩んでいる方ご本人や、ご家族など、周りの方の相談に
専門の医師が応じます。

障害がある方で就労を希望される方の相談を受け付けます。
予約制のため、前日までに電話で申し込んでください。

障害者
就労相談
と　き ところと　き ところ7月14日㈭10時～12時 市役所

広島西障がい者就業・生活支援センターもみじ
☎0829-34-4717

申し込み／
問い合わせ

▪
講
座
や
催
し
に
参
加
さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い　

マ
ス
ク
着
用
。当
日
検
温
を
し
、発
熱
、風
邪
、味
覚
・
嗅
覚
異
常
、せ
き
、体
調
不
良
な
ど
の
症
状
が
あ
れ
ば
、参
加
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

子育て支援施設／イベント・行事

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

子育て支援センター

どんぐりHOUSE（にじいろこども園内）
どんぐりHOUSE☎59-3500・福祉課☎59-2148

　　　　毎週月曜日～金曜日・第２土曜日
　　　　 ９時30分～12時、13時30分～16時

（10組程度・要予約）
　　　　小方１丁目11番１号

　 　現在、新型コロナウイルス感染拡大防止のため限定的な利用になって
います。利用を希望する方は電話か直接どんぐりHOUSEへ。（利用希望日
の15日前から予約できます。第２土曜日を除く15日前が土・日曜日、祝日
の場合は直前の平日）

〇作ってあそぼう ７月５日㈫、６日㈬（要予約・10組程度）
　　風鈴をつくりましょう ９時30分～11時30分
〇  身体測定 ７月19日㈫～22日㈮９時30分～12時
〇誕生会 ７月12日㈫（要予約・10組程度）
　　 11時40分～（誕生児は前月から予約できます）
みんなで７月生まれのお友達をお祝いしましょう。誕生カードのプレゼントがあります。
※毎月第２土曜日は開館します。

開館日
利用時間

ところ

イベント
と　き

と　き
と　き

松ケ原こども館
松ケ原こども館☎57-8333・福祉課☎59-2148

　　　　毎週月曜日～水曜日・金曜日・土曜日
　　　　 ７月18日（祝・月）
　　　　 10時～12時、13時30分～15時30分
　　　　（利用人数10組程度）
　　　　松ケ原町４４５番地２

　 　松ケ原こども館は、乳児から中学生までの子どもと保護者（市内に
限らず）を対象とした、無料で利用できる施設です。自然の中でゆっ
くり過ごしてみませんか。

〇七夕飾りを作りましょう ７月５日㈫・６日㈬10時30分～
　笹を持ち帰れます。７月４日㈪から９日㈯まで玄関に七夕飾りをします。

〇誕生日会 ７月27日㈬10時30分～
　みんなでお祝いしましょう。 （ 誕生児は前月から予約できます。

26日㈫締め切り）

　 利用の予約は、電話または直接松ケ原こども館へ。
その他のイベントは、ほのぼのんホームページを
ご覧ください。

開館日
休館日
利用時間

ところ

イベント
と　き

と　き

さかえ子育て支援センター
さかえ子育て支援センター☎53-9766・福祉課☎59-2148

　　　　毎週月曜日～金曜日
　　　　 ９時30分～12時、13時30分～16時（利用人数５組程度）
　　　　西栄３丁目12番25号

　 　親子の交流、子育て情報の提供などを行っています。無料で利用できますので、
気軽にお越しください。現在新型コロナウイルス感染拡大防止のため限定的な利
用になっています。利用を希望する方は電話か直接さかえ子育て支援センターへ。

〇栄養相談
 ７月12日㈫11時～12時
 乳幼児と保護者
 信友美小子さん（株式会社江崎グリコ　管理栄養士・子育てアドバイザー）
　授乳時期、離乳時期、幼児期の栄養相談、産後ママの食事ポイントなどのアドバイスをします。
 ２組程度（申込順）
〇ママ＆キッズ　HAPPYレッスン
　各回、前半は「子どもと一緒に身体を動かそう」後半は「ヨガのポーズを取り
入れてママのリラックスタイム」です。
 ７月22日㈮①９時30分～10時30分②11時～12時
 首が座ったころから３歳未満の子どもと保護者
 手島　楓さん（ヨガインストラクター）
 各回３組（申込順）
 　電話か直接さかえ子育て支援センターへ。
　 そのほかの行事は、さかえ子育て支援センターのホームページ
をご覧ください。

開館日
利用時間
ところ

イベント

と　き
対　象
講　師

定　員

と　き
対　象
講　師
定　員
各イベントの申し込み

親と子の本の広場

あいいく館
あいいく館（杉嶋携帯　☎090-2298-9624）

　　　　毎週土曜日　10時～12時、13時～16時
　　　　南栄３丁目１番29号　※無料。駐車場あり。

　赤ちゃん・幼児とその保護者、小学生が絵本と木のおもちゃで楽し
く遊べる広場です。赤ちゃんのファースト絵本から小学生、大人も楽
しめる児童書など、3000冊あります。午前・午後の終わりの30分は
おはなし会です。（読み語り、手遊び、紙芝居、貸し出しなど）

〇  七夕まつり
 7月2日㈯10時30分～12時
〇  おすすめ本の紹介とおはなし会
 7月16日㈯
 本の紹介：11時～11時30分
 おはなし会：11時30分～12時
  本の紹介：保護者の方
 おはなし会：子どもたち
 「長く読み継がれた絵本」

〇  小さい子のおはなし会
　（第４木曜日・開館10時～12時）
 ７月28日㈭11時～11時30分

開館日
ところ

と　き

と　き

対　象

テーマ

と　き ホームページ Facebook

※来館時には、マスクを着用してください。

ボランボランテティィアア
団団体体

ボランティア
団体

問い合わせ　子育て支援センター（にじいろこども園内）　☎59-3500
               　松ケ原こども館　☎57-8333
　               福祉課　☎59-2148

オ  ン ラ イ  ン「おしゃべり広場」
～オンラインでふれあい遊びやおしゃべりなどを楽しみましょう～

子育て支援センター
（にじいろこども園内）
オンライン相談日…毎週水曜日

松ケ原こども館
第４月曜日
オンライン個別相談の希望があれば、相
談してください。詳しくはホームページ
「今月のスケジュール」をご覧ください。

Ray-wa
information station

情
報ステーション

市内の各種団体名の「大竹市」「大竹」などは、原則省略しています。
時間は24時間表記です。（例：午後1時⇒13時）
参加料など金額表示のないものは、原則無料。
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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
▪
講
座
や
催
し
に
参
加
さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い

　

マ
ス
ク
着
用
。当
日
検
温
を
し
、発
熱
、風
邪
、味
覚
・
嗅
覚
異
常
、せ
き
、体
調
不
良
な
ど
の
症
状
が
あ
れ
ば
、参
加
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

※
託
児
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

キ
ャ
ン
セ
ル
は
、講
座
当
日
９
時
ま

で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ヘ
ル
シ
ー

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
パ
ッ
と
教
室

保
健
医
療
課 

☎
59
２
１
５
３

　
食
事・
運
動
を
通
し
て
健
康
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。

○

運
動
教
室

　
チ
ュ
ー
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、自

宅
で
簡
単
に
で
き
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
方
法
の
一
つ
で
す
。片
付
け
の
場

所
を
と
ら
ず
、け
が
の
リ
ス
ク
が
少

な
い
た
め
、チ
ュ
ー
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
好
ま
れ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、
自

宅
で
の
運
動
習
慣
に
取
り
入
れ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

○

料
理
教
室

　
野
菜
は
、１
日
あ
た
り
３
５
０
g

摂
取
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い

ま
す
。若
者
か
ら
中
年
層
で
は
、
外

食
が
増
え
、朝
食
を
抜
く
た
め
、野

菜
不
足
の
方
が
増
え
て
い
る
と
い

う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。今
回
は
、

一
品
で
野
菜
を
た
く
さ
ん
取
る
方

法
を
学
び
ま
す
。

と
こ
ろ
サ
ン
ト
ピ
ア
大
竹
▼
対　

象
市
内
在
住
の
方（
年
齢・
性
別
は

問
い
ま
せ
ん
）▼
持
参
品
運
動
の
で

き
る
服
装
、運
動
靴
、飲
み
物
、タ
オ

ル
▼【
託
児
】定
員
３
人（
申
込
順
）

▼
申
し
込
み
運
動・
料
理
教
室
、託

児
と
も
前
日
ま
で
に
電
話
で
保
健

医
療
課
へ
。

合
さ
ん（
健
康
運
動
指
導
士
）ほ
か

▼
参
加
料
１
回
１
０
０
円（
傷
害
保

険
料
）
▼
持
参
品
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、

飲
み
物
、タ
オ
ル
、動
き
や
す
い
服

装
▼
申
し
込
み
参
加
の
前
日
ま
で

に
電
話
で
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｓ・
や
ま
と（
☎

52
８
６
０
１
）へ
。

健
康

カ
ラ
ダ
が
よ
ろ
こ
ぶ

健
康
講
座 （
ア
ゼ
リ
ア
お
お
た
け
）

ア
ゼ
リ
ア
お
お
た
け

☎
53
２
２
２
６

　
み
ん
な
で
、楽
し
く
カ
ラ
ダ
を
動

か
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
７
月
13
日
㈬
10
時
〜
11
時
▼

と
こ
ろ
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル
▼
内
容

リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
▼
講
師
小
松
美

保
さ
ん（
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）▼
持
参
品
運
動
の
で
き
る
服

装
、室
内
シ
ュ
ー
ズ
、飲
み
物
、タ
オ

ル
な
ど
▼
申
し
込
み
ア
ゼ
リ
ア
お

お
た
け
へ
。

メ
ン
バ
ー
募
集

「
男
塾
」

保
健
医
療
課 

☎
59
２
１
５
３

　

体
力
測
定
を
も
と
に
し
た
個
人

目
標
に
合
わ
せ
、運
動
習
慣
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。年
齢
を
重
ね
て
も

「
動
け
る
」体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｓ・
や
ま
と
▼
対
象

市
内
在
住
の
男
性（
体
力
に
不
安
の

あ
る
方
な
ど
、個
々
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
）
▼
定
員
１
班
20
人
程
度
、

２
班
15
人
程
度
▼
講
師
嘉
屋
早
百

と　き（13時受け付け開始） 対　象 内　容

1班

７月２日（土）
13時30分
～

14時45分

おおむね
74歳
までの方

マシンで有酸素能力UPチャレンジ

７月16日（土） マシンで基礎代謝UPチャレンジ！

７月26日（火） リセットコンディショニング
「柔道整復師によるメンテ」

2班

７月９日（土） 13時～14時45分
おおむね
69歳
までの方

栄養講座＋マシン
７月16日（土） 13時30分

～
14時45分

マシンで基礎代謝UPチャレンジ！

７月23日（土） 自宅でマシントレーニング
＋ゴムトレ

と　き 内　容 定員

7月1日
（金）

10時
～

11時30分

料理教室
ミニ栄養講座

＋
運動

野菜たっぷり！栄養満点食事作り
～１日に必要な野菜の約半分が取れる～ 25人

7月15日
（金） 運動教室 チューブトレーニング

～筋肉をつけて身体にキレを～ 10人

スポーツ感覚で踊りましょう

初体験！ジルバを楽しもう
～ソシャルダンス入門～
とき７月23日㈯・30日㈯・８月６日㈯10時30分～12時▶ところ
玖波公民館▶内容ジルバやブルースを分かりやすく学びましょ
う。初心者、経験者どなたでも歓迎です。▶講師岡村 修さん（社交ダ
ンス講師）ほか▶定員15人程度（申込順）▶申し込み７月１日㈮か
ら玖波公民館へ。

玖波公民館　☎57-7084問い合わせ

問い合わせ 県西部保健所

　検査は匿名で受けられ、プライバシー
は厳守されます。感染に心あたりがある
方は、ためらわずにすぐ検査を受けましょ
う。※検査は無料で、予約が必要です。

☎０８２９-32-１１８１HIV(エイズ)抗体検査
肝炎ウイルス検査
梅毒検査

申し込み
と こ ろ
と き

県西部保健所へ

予約制匿名 無料

県西部保健所  (廿日市市桜尾2-2-68)
7月20日(水)　9時～11時　

▪
講
座
や
催
し
に
参
加
さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い　

マ
ス
ク
着
用
。当
日
検
温
を
し
、発
熱
、風
邪
、味
覚
・
嗅
覚
異
常
、せ
き
、体
調
不
良
な
ど
の
症
状
が
あ
れ
ば
、参
加
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

と
き・
と
こ
ろ・
対
象
表
の
と
お
り

▼
講
師
嘉
屋
早
百
合
さ
ん（
健
康
運

動
指
導
士・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
協
会
認

定
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）▼
参
加
料
５
０
０
円（
傷
害

保
険
料・
今
年
度
分
）▼
持
参
品
運

動
の
で
き
る
服
装
、飲
み
物
、タ
オ

ル
、室
内
シ
ュ
ー
ズ
▼
申
し
込
み
参

加
前
日
ま
で
に
電
話
で
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｓ・

や
ま
と（
☎
52
８
６
０
１
）へ
。

ス
ポ
ー
ツ

女
性
の

ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

ボ
ク
シ
ン
グ
協
会（
小
出
）

☎
０
９
０-

７
９
７
９-

６
８
４
６

　
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
、体
力
を
つ
け
た
い

方
な
ど
、汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
７
月
30
日
㈯
14
時
30
分
〜
15
時

30
分
▼
と
こ
ろ
旧
小
方
中
学
校
体
育

館
２
階
▼
対
象
市
内
ま
た
は
近
郊
に

在
住
の
女
性
▼
講
師
巣
守 

祐
さ
ん

（
ボ
ク
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
強
化
コ
ー
チ
）

ほ
か
▼
持
参
品
マ
ス
ク
、
室
内

シ
ュ
ー
ズ
、
運

動
の
で
き
る
服

装
▼
申
し
込
み

電
話
で
ボ
ク
シ

ン
グ
協
会
へ
。

講
座

学
び
の
カ
フ
ェ
７
月
新
企
画

美・お
し
ゃ
れ
講
座

あ
な
た
に
似
合
う
カ
ラ
ー
は

玖
波
公
民
館 

☎
57
７
０
８
４

　

コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
、「
自
分
磨

き
」
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。マ
ス
ク
着

用
で
も
ハ
ッ
ピ
ー
に
。初
回
は
パ
ー

ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
診
断
。マ
ス
ク
に
合

う
メ
イ
ク
や
髪
形
な
ど
を
テ
ー
マ

ご
と
に
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
。

と
き
７
月
30
日
㈯
13
時
30
分
〜
15

時
30
分
▼
と
こ
ろ
玖
波
公
民
館
▼

講
師
新
屋 

舞
さ
ん（
カ
ラ
ー
ア
ナ

リ
ス
ト
）▼
定
員
15
人
程
度（
申
込

順
）▼
申
し
込
み
７
月
１
日
㈮
か
ら

玖
波
公
民
館
へ
。

男
の
そ
ば
打
ち
教
室

栄
公
民
館 

☎
53
６
６
８
８

と
き
７
月
17
日
㈰
10
時
〜
12
時
、

７
月
24
日
㈰
10
時
〜
12
時
▼
と
こ

ろ
栄
公
民
館
▼
対
象
市
内
在
住
ま

た
は
勤
務
の
男
性
、
ま
た
は
親
子

（
父
親
と
小
学
４
年
生
以
上
の
子

ど
も
）
▼
内
容
男
性
限
定
の
そ
ば

打
ち
教
室
で
す
。（
子
ど
も
の
性
別

は
問
い
ま
せ
ん
）
ぜ
ひ
そ
ば
打
ち

を
覚
え
て
、
家
庭
で
振
る
舞
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。約
４
人
前
打
ち
ま

す
。打
っ
た
そ
ば
は
持
ち
帰
っ
て

く
だ
さ
い
。▼
講
師
小
田 

靖
さ
ん

（
そ
ば
打
ち
講
師
）
▼
定
員
各
５
組

（
申
込
順
）
▼
参
加
料
９
０
０
円

（
材
料
費
）
▼
持
参
品
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
タ
オ
ル
３
枚
▼
申
し
込

み
７
月
１
日
㈮
か
ら
電
話
ま
た
は

直
接
栄
公
民
館
へ
。

カ
ラ
ダ
が
よ
ろ
こ
ぶ

健
康
講
座
（
栄
）

栄
公
民
館 

☎
53
６
６
８
８

と
き
７
月
12
日
㈫
10
時
〜
11
時
▼

と
こ
ろ
栄
公
民
館
▼
内
容
床
で
行

う
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
筋
ト
レ
！
▼
講

師
明
瀬
佳
子
さ
ん（
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）▼
持
参
品
運
動
の

で
き
る
服
装
、室
内
シ
ュ
ー
ズ
、飲

み
物
、長
め
の
タ
オ
ル
、マ
ッ
ト
▼

申
し
込
み
電
話
ま
た
は
直
接
栄
公

民
館
へ
。

ノ
ル
デ
ィッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

保
健
医
療
課 

☎
59
２
１
５
３

　

２
本
の
ポ
ー
ル
で
歩
き
方
や
姿

勢
を
修
正
し
、今
よ
り
力
強
く
長
い

距
離
を
目
指
し
て
歩
き
ま
す
。普
通

歩
行
の
２
倍
の
消
費
カ
ロ
リ
ー
も

魅
力
で
す
が
、膝
痛・
腰
痛
改
善
、筋

力
ア
ッ
プ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な

る
と
い
う
効
果
も
あ
り
ま
す
。や
や

運
動
強
度
を
上
げ
て
し
っ
か
り
歩

き
た
い
方
向
け
の「
し
っ
か
り
コ
ー

ス
」と
、初
め
て
の
方
や
筋
力
低
下

の
予
防
を
意
識
し
た
方
向
け
の

「
ゆ
っ
く
り
コ
ー
ス
」の
、２
コ
ー
ス

を
設
け
て
い
ま
す
。一
度
試
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

コース と　き ところ 内　容 対　象
（市内在住） 定員

しっかり
コース

（１班）
7月9日
（土）

8時30分～
9時30分

METS・やまと
Bスタジオ 栄養講座

69歳まで 20人

ゆっくり
コース
（2班）

10時～11時 74歳まで 15人

※今月は室内での講座です。室内履きを準備してください。

おおたけ水産GOGO市実行委員会（くば漁業協同組合内）☎57ｰ7034問い合わせ

と　き
ところ「たいたいこんぼ」

（くば漁業協同組合内施設
玖波３丁目８番13号）
※来場者の状況により
　時間は変更になるこ
　とがあります。

７月16日㈯ 9時30分～

マロンの里交流館
☎55ｰ0055

問い合わせ

と　き
ところ マロンの里交流館

（栗谷町大栗林195-12）
地物農産物の販売も行います。
ぜひお越しください。

７月２日㈯ 10時～
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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
▪
講
座
や
催
し
に
参
加
さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い

　

マ
ス
ク
着
用
。当
日
検
温
を
し
、発
熱
、風
邪
、味
覚
・
嗅
覚
異
常
、せ
き
、体
調
不
良
な
ど
の
症
状
が
あ
れ
ば
、参
加
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

講
座

さ
か
え
健
康
麻マ

ー
ジ
ャ
ン雀

栄
公
民
館 

☎
53
６
６
８
８

と
き
７
月
22
日
㈮
〜
９
月
16
日
㈮

ま
で
の
毎
週
金
曜
日（
８
月
12
日
㈮

を
除
く
）13
時
〜
15
時（
８
回
開
催
）

▼
と
こ
ろ
栄
公
民
館
▼
対
象
市
内

在
住
ま
た
は
勤
務
の
方
優
先
▼
内

容
賭
け
な
い
！
飲
ま
な
い
！
吸
わ

な
い
！
久
し
ぶ
り
の
方
や
、初
心
者

の
方
で
も
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。８
回
の
講
習
で
楽
し
く
健
康

麻
雀
マ
ス
タ
ー
に
な
り
ま
し
ょ

う
！
▼
講
師
有
田
圭
壮
さ
ん
（
健

康
麻
雀
全
国
会
地
域
指
導
員
）
▼

定
員
８
人（
申
込
順
）
▼
参
加
料

２
４
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）▼
申

し
込
み
７
月
３
日
㈰
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
栄
公
民
館
へ
。

学
び
の
カ
フ
ェ
７
月

「
断
捨
離
！
お
片
付
け

セ
ミ
ナ
ー
」第
２
弾

ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
編
（
捨
て
る
・

捨
て
な
い
の
判
断
基
準
は
）

玖
波
公
民
館 

☎
57
７
０
８
４

　

コ
ロ
ナ
禍
が
続
き
家
で
の
時
間

が
増
え
、「
お
片
付
け
」の
チ
ャ
ン
ス

で
す
。掃
除
は
、
時
間
の
余
裕
と
健

場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、講
習
内
容

に
よ
っ
て
は
時
間
延
長
も
あ
り
ま

す
）
▼
と
こ
ろ
お
が
た
ピ
ア
▼
講
師

村
上
健
二
さ
ん（
元
パ
ン
職
人
）▼
定

員
10
人（
申
込
順
）
▼
参
加
料

７
５
０
０
円（
５
回
分
、
材
料
費
込

み
）▼
持
参
品
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
き
れ
い
な
タ
オ

ル
２
枚
、容
器（
パ
ン
の
持
ち
帰
り
用

と
し
て
）、筆
記
用
具
▼
申
し
込
み
電

話
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
。

ス
マ
ホ
講
座「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」

〜
ス
マ
ホ
で
保
険
証
利
用
申
し
込
み

と
公
金
受
取
口
座
登
録
〜

玖
波
公
民
館 

☎
57
７
０
８
４

と
き
７
月
８
日
㈮
13
時
30
分
〜
15

時
▼
と
こ
ろ
玖
波
公
民
館
▼
定
員

30
人（
申
込
順
）▼
内
容
①
ス
マ
ホ

入
門
編
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
②
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
ス
マ
ホ
で
ワ
ク
チ

ン
接
種
証
明
③
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

で
保
険
証
利
用
申
し
込
み
、
公
金

受
取
口
座
登
録
④
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
▼
申
し
込
み
ス
マ
ホ

の
有
無
を
電
話
で
玖
波
公
民
館
へ
。

※
講
座
終
了
後
、
市
民
税
務
課
職

員
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。（
顔
写

真
撮
影
サ
ー
ビ
ス
実
施
）
希
望
者

は
申
込
時
に
「
カ
ー
ド
申
請
希
望
」

と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
は
直
接
栄
公
民
館
へ
。（
希
望

の
時
間
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
入
れ
た

い
、
ク
マ
の
イ
ラ
ス
ト
を
入
れ
た

い
、マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
に
し
た
い

方
は
申
込
時
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
）

秋
野
菜
教
室

栄
公
民
館 

☎
53
６
６
８
８

と
き
８
月
５
日
㈮
10
時
〜
12
時
▼

と
こ
ろ
栄
公
民
館
▼
対
象
市
内
在

住
ま
た
は
勤
務
の
方
▼
内
容
家
庭

菜
園
か
ら
本
格
的
な
野
菜
作
り
、病

気
や
害
虫
駆
除
の
知
識
を
学
び
ま

し
ょ
う
。▼
講
師
栗
田
翔
吾
さ
ん

（
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
営
農
指
導
員
）
▼

定
員
20
人
程
度（
申
込
順
）▼
申
し

込
み
７
月
３
日
㈰
か
ら
電
話
ま
た

は
直
接
栄
公
民
館
へ
。

手
作
り
パ
ン
教
室
開
催

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
57
６
１
０
０

　

ふ
ん
わ
り
も
ち
も
ち
の
焼
き
た

て
パ
ン
が
楽
し
め
る
手
作
り
パ
ン

教
室
を
行
い
ま
す
。こ
の
教
室
は
、

住
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
、多

様
な
交
流
機
会
を
創
出
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

と
き
８
月
６
日
㈯
、９
月
10
日
㈯
、10

月
８
日
㈯
、11
月
12
日
㈯
、12
月
10
日

㈯
９
時
〜
14
時（
日
程
は
変
更
す
る

康
に
つ
な
が
り
ま
す
。こ
の
セ
ミ

ナ
ー
は
テ
ー
マ
ご
と
に
シ
リ
ー
ズ

で
開
催
し
ま
す
。

と
き
７
月
９
日
㈯
13
時
30
分
〜
15

時
30
分
▼
と
こ
ろ
玖
波
公
民
館
▼

講
師
岩
田
由
美
子
さ
ん（
整
理
収
納

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）▼
定
員
20
人
程
度

（
申
込
順
）
▼
申
し
込
み
７
月
１
日

㈮
か
ら
玖
波
公
民
館
へ
。

オ
リ
ジ
ナ
ル

ロ
ゼ
ッ
ト
作
り

栄
公
民
館 

☎
53
６
６
８
８

と
き
７
月
９
日
㈯（
２
回
開
催
）①

10
時
〜
11
時
②
13
時
〜
14
時
▼
と

こ
ろ
栄
公
民
館
▼
対
象
市
内
在
住

の
妊
娠
中
や
子
育
て
中
の
方
、お
よ

び
小
学
５
年
生
以
上
の
方
▼
内
容

か
わ
い
い
子
ど
も
や
こ
れ
か
ら
生

ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の
た
め
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ロ
ゼ
ッ
ト
を
手
作
り

し
ま
せ
ん
か
。イ
ニ
シ
ャ
ル
や
マ
タ

ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
な
ど
、好
き
な
デ
ザ

イ
ン
で
作
成
で
き
ま
す
。小
学
生

は
、
自
分
で
絵
や
名
前
を
書
き
、

ビ
ー
ズ
や
リ
ボ
ン
で
飾
り
付
け
し

ま
す
。▼
講
師
新
谷
知
実
さ
ん（
ロ

ゼ
ッ
ト
認
定
講
師
）▼
定
員
各
回
10

人
程
度（
申
込
順
）▼
参
加
料
１
人

２
つ
ま
で
で
、
１
つ
目
１
０
０
０

円
、２
つ
目
８
０
０
円（
材
料
費
）▼

申
し
込
み
７
月
１
日
㈮
か
ら
電
話

ロビーdeアート
HIMEねこART展

【展示期間】７月１日㈮～23日㈯▶ところ玖波公民館ロビー▶内
容地元在住の話題の芸術家を紹介。作品パネル展示コーナーを設
置しています。▶芸術家田中雅子さん（HIMEねこART画家）

玖波公民館　☎57-7084問い合わせご注意ください

■固定資産税・都市計画税（２期）
■国民健康保険料（１期）
■介護保険料（１期）
■後期高齢者医療保険料（１期）納期限

問い合わせ
市民税務課 ☎59-2127

○納めるときは、納付書を使用してください。
○納付場所は納付書裏面を確認してください。

令和４年度

8月1日月

▪
講
座
や
催
し
に
参
加
さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い　

マ
ス
ク
着
用
。当
日
検
温
を
し
、発
熱
、風
邪
、味
覚
・
嗅
覚
異
常
、せ
き
、体
調
不
良
な
ど
の
症
状
が
あ
れ
ば
、参
加
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

理
し
ま
す
。▼
講
師
長
井
満
宏
さ
ん

（
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
）
▼
定
員
随

時
受
け
付
け
▼
申
し
込
み
注
意
事

項
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、事
前
に

電
話
で
栄
公
民
館
へ
。

海
の
事
故

ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

岩
国
海
上
保
安
署

☎
21
６
１
１
８

　

海
上
保
安
庁
で
は
、「
海
難
ゼ
ロ

へ
の
願
い
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国

一
斉
に
海
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
い
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ん
も

次
の
事
項
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
７
月
16
日
㈯

〜
31
日
㈰
▼
小
型
船
舶
の
海
難
防

止
○
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
発
航

前
検
査
の
徹
底
○
整
備
事
業
者
な

ど
に
よ
る
定
期
的
な
点
検
整
備
の

推
奨
▼
見
張
り
の
徹
底
お
よ
び
船

舶
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促

進
○
常
時
適
切
な
見
張
り
の
徹
底

○
無
線
や
汽
笛
な
ど
に
よ
る
船
舶

間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進

▼
自
己
救
命
策
の
確
保（
海
中
転
落

へ
の
備
え
）○
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

の
常
時
着
用
○
連
絡
手
段
の
確
保

（
防
水
パ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ
て
携

帯
）○
１
１
８
番
緊
急
通
報
ダ
イ
ヤ

ル
の
有
効
活
用

る
教
室
で
す
。

と
き
８
月
20
日
㈯
19
時
〜
22
時（
雨

天
の
と
き
は
中
止
し
ま
す
）▼
と
こ

ろ
三
倉
岳
ロ
グ
ハ
ウ
ス
前
広
場
▼

内
容
19
時
〜
星
空
学
習
会
、20
時
〜

流
星
群
観
察
▼
定
員
２
０
０
人（
申

込
順
）▼
持
参
品
シ
ー
ト
、飲
み
物
、

虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
、懐
中
電
灯
▼
申

し
込
み
７
月
４
日
㈪
か
ら
８
月
５

日
㈮（
土・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

ま
で
に
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、持
参
ま
た
は
郵
送
や

フ
ァ
ク
ス（
53
６
３
１
１
）で
商
工

会
議
所
へ
。（
参
加
申
込
書
は
商
工

会
議
所
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。ま

た
、商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
）

お
知
ら
せ

ア
ラ
カ
ル
ト

さ
か
え
ま
ち

お
も
ち
ゃ
の

修
理
屋
さ
ん

栄
公
民
館 

☎
53
６
６
８
８

と
き
７
月
21
日
㈭
〜
８
月
30
日
㈫

▼
と
こ
ろ
栄
公
民
館
▼
対
象
市
内

在
住
の
方
▼
内
容
栄
公
民
館
で
お

も
ち
ゃ
の
修
理
屋
さ
ん
が
オ
ー
プ

ン
！
壊
れ
た
玩
具
で
ま
た
遊
べ
る

よ
う
に
。無
償
で
直
せ
る
範
囲
で
修

川
和
人
さ
ん（
ら
ん
ら
ん
サ
ポ
ー

タ
ー
）▼
定
員
各
25
人
程
度（
申
込

順
）▼
申
し
込
み
７
月
３
日
㈰
か
ら

電
話
ま
た
は
直
接
栄
公
民
館
へ
。

募
集

コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

出
演
団
体

コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会（
生
涯
学
習
課
内
）

☎
53
５
８
０
０

と
き
11
月
６
日
㈰
▼
と
こ
ろ
ア
ゼ
リ

ア
ホ
ー
ル
▼
対
象
市
内
ま
た
は
近
郊

で
活
動
す
る
お
お
む
ね
４
人
以
上
の

団
体
▼
参
加
料
１
団
体
２
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
７
月
１
日
㈮
か
ら
29
日

㈮（
土・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）ま
で

に
、直
接
ま
た
は
電
話
で
コ
ー
ラ
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務

局（
総
合
市
民
会
館
内
）へ
。

三
倉
岳
星
空

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
教
室

観
光
協
会（
商
工
会
議
所
内
）

☎
52
３
１
０
５

　
「
夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
」に
、

三
倉
岳
ロ
グ
ハ
ウ
ス
前
広
場
か
ら
、

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
を
観
察
す

「
ス
マ
ホ
活
用
術
」

〜
キ
レ
イ
に
写
真
を
撮
る・

加
工
す
る
編
〜

総
合
市
民
会
館 

☎
53
６
６
７
７

　
ス
マ
ホ
の
写
真
機
能
を
使
っ
て
、

き
れ
い
に
写
真
を
撮
る
コ
ツ
や
加

工・保
存
方
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

と
き
７
月
26
日
㈫
10
時
〜
11
時
30

分
▼
と
こ
ろ
総
合
市
民
会
館
▼
対

象
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方
を

優
先
し
ま
す
。▼
講
師
古
川
和
人
さ

ん（
ら
ん
ら
ん
サ
ポ
ー
タ
ー
）▼
定

員
20
人（
申
込
順
）▼
申
し
込
み
７

月
１
日
㈮
９
時
か
ら
電
話
ま
た
は

直
接
総
合
市
民
会
館
へ
。

ス
マ
ホ
講
座

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
使
い
方
講
座
」

「
ス
マ
ホ
代
の
節
約
術
」

栄
公
民
館 

☎
53
６
６
８
８

と
き
７
月
10
日
㈰
10
時
〜
11
時
30

分
、13
時
〜
14
時
30
分（
２
部
構
成
）

▼
と
こ
ろ
栄
公
民
館
▼
対
象
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
市
内

在
住
ま
た
は
勤
務
の
方
を
優
先
▼

内
容
午
前
の
部
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
使

い
方
を
お
さ
ら
い
し
ま
し
ょ
う
。少

し
応
用
編
も
行
い
ま
す
。午
後
の
部

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
代
金
の
節

約
術
を
学
び
ま
し
ょ
う
。▼
講
師
古

( 前 年 同 期 比  0 件 減 )
発生件数

( 前 年 同 期 比  0 人 減 )
死 者 数!

!

!

( 前 年 同 期 比  0 人 減 )
負傷者数

交通事故統計情報

交通事故
発生状況

件

人

人※数値は大竹警察署調べの
　概数です。

６

１

７

７

０

８

（5月末日現在）

問い合わせ 危機管理課 ☎ 59-2119

米海兵隊岩国基地は、
焼却処理できない弾薬を
同基地沖合3･5㎞に位置する
姫子島で爆破処理しています。
曇りの日は爆破音がよく響く
ことがあります。

※●は弾薬処理候補日。いずれも８時～17時。
　天候などにより、予定が変更になる場合があります。 302928272625

23222120191817

16151413121110

9876543

21

7月の米軍による弾薬処理
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3031 OTAKE 2022（令和4）.7OTAKE 2022（令和4）.7



ダンスでアピール大竹高校
ゆめタウン大竹
　大竹高校が取り組む『校内塾』や、『ハワイへの短期留
学』などへの支援を訴える募金活動とともに、部活動の
成果を発表する場として、ストリートダンスを披露。ダ
ンス部員16人が、観客を前にＪポップバンドの〝緑黄色
社会〟の曲に合わせ、ところ狭しと跳ねてのパフォーマ
ンス。部長の大和美莉亜さん（３年）は、「コロナ禍で思
うように活動できない時期が続きましたが、久々に外
で踊ることができました」と喜びの声。
　パフォーマンス終了後は、観客らに募金を呼びかけ
ていました。
　翌週の６月18日には、吹奏楽部が演奏を披露しました。

懐かしの大竹の風景
ゆめタウン大竹
　大竹の昭和の姿を記録した『おおたけ昭和史』と題
した写真展が、５月27日から６月10日まで、ゆめタ
ウン大竹で開催されました。展示したのは、市が所蔵
する昭和20年代から40年代にかけての写真40点。
　花見時期のお城山の出店や、市制10周年を祝うパ
レード、多くの人でにぎわう阿多田島の海水浴場の
風景など、立ち寄った買い物客は昭和の面影に見
入っていたようです。大竹に移り住んで長いという
坂本重信さん（小方１）は、埋め立て前の小方の干潟
の写真を指差し、「昔はアサリの漁場だった」と懐か

しそうに話してくれました。
6/ 8
WED

6/11
SAT

PART2

月
29
日
か
ら
石
川
県
で
開
催
さ

れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｂ
ガ
ー
ル
ズ
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
２
０
２
２
全
日
本
女
子
学
童
軟

式
野
球
大
会
。軟
式
野
球
チ
ー
ム
﹁
小
方

ゴ
ー
ル
ド
エ
ッ
グ
ス
﹂
の
福
永
桜
奈
さ

ん
が
、
広
島
県
代
表
チ
ー
ム
の
一
員
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
広
島
東
洋
カ
ー
プ
が

大
好
き
だ
っ
た
福
永
さ
ん
。菊
池
選
手

に
あ
こ
が
れ
て
、
小
学
２
年
の
と
き
か

ら
今
の
チ
ー
ム
で
野
球
を
始
め
ま
し
た
。

　

全
国
の
代
表
が
集
う
大
会
で
広
島
県

の
成
績
は
、
こ
れ
ま
で
３
回
戦
が
最
高
。

福
永
さ
ん
は
﹁
ヒ
ッ
ト
を
１
本
で
も
多

く
打
っ
て
、
優
勝
目
指
し
て
が
ん
ば
り

た
い
で
す
﹂
と
、
目
を
輝
か
せ
て
、
意
気

込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

小
方
ゴ
ー
ル
ド
エ
ッ
グ
ス
で

は
、一
塁
や
捕
手
、投
手
な
ど
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
こ
な
す
プ
レ
イ

ヤ
ー
。﹁
代
表
チ
ー
ム
で
は
、
ま
だ

ど
こ
を
守
る
か
決
ま
っ
て
な
い
け

ど
、
決
ま
っ
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で

し
っ
か
り
守
り
た
い
﹂と
、
女
子
学

童
野
球
の
熱
い
夏
に
向
け

て
、
今
日
も
バ
ッ
ト
を

振
り
、ボ
ー
ル
を
追
い

か
け
汗
を
流
し
ま
す
。

7

ヒットを１本でも多く打ちたい。
全日本女子学童軟式野球大会出場
女子学童野球の頂点を目指して

福永 桜奈さん
（小方小５年）

 Sana
Fukunaga

イ
ベ
ン
ト
紹
介

お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な
し
会

と
き
７
月
８
日
㈮
10
時
30
分
〜
▼
と
こ
ろ
図
書

館
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
３
▼
対
象
赤
ち
ゃ
ん
向
き

▼
定
員
５
組
程
度

親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会

と
き
７
月
８
日
㈮
11
時
〜
▼
と
こ
ろ
図
書
館
２

階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
▼
対
象
１
歳
か
ら
▼
定
員
５

組
程
度

お
は
な
し
会

と
き
７
月
16
日
㈯
11
時
〜
▼
と
こ
ろ
図
書
館
２

階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
▼
対
象
幼
児
・
小
学
生
、
保

護
者
▼
定
員
５
組
程
度

※ 

各
イ
ベ
ン
ト
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
・
延
期
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

展
示
コ
ー
ナ
ー

一
般
向
き 

カ
ラ
ー

児
童
向
き  

お
手
紙
読
ん
で

時
事
コ
ー
ナ
ー  

広
島
じ
ゃ
け
ん
!!

市立図書館ホームページ

携帯アドレス
http://www.tosho.otake.hiroshima.jp/mobile
問い合わせ FAX 52-8005☎52-5338

■白字は図書館の休館日です。○はおはなし会の日です。

土金木水火月日
７月（JUL）

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24
31 25 26 27 28 29 30

「おひざにだっこのおはなし会」の様子

「図書館クイズ」の釣りの様子

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、掲載している催しなど
　は中止、または延期になる場合があります。

新 刊 案 内 ♠♦♣♥お と な 本
の♠♦♣♥こ ど も 本

の

「死体とFBI
　情報提供者を殺した
　　　　　　捜査官の告白」

「ついでにジェントルメン」
柚木　麻子／著
（文藝春秋）

「あの図書館の彼女たち」
ジャネット・スケスリン・

チャールズ／著
高山　祥子／訳
（東京創元社）

「えんどうまめばあさんと
　　そらまめじいさんの
　　　　　　　いそがしい毎日」

松岡　享子／原案・文
降矢　なな／文・絵
（福音館書店）

「マスクと黒板　　　　　　　　　
Masks and Blackboards」

濱野　京子／作
（講談社）

ジョー・シャーキー／著
倉田　真木／訳
（早川書房）

　お金を味方につけて、人生の選
択肢を増やそう!子どもに向けて、
「投資とは何か」から、投資をする
前に知っておきたいこと、投資の
やり方、投資力の育て方まで、イラ
ストで分かりやすく解説する。

八木　陽子／監修
（えほんの杜）

「今から身につける
　　　　「投資の心得」
　10歳から知っておきたい
　　　　　　　お金の育て方」

　1987年、若きFBI捜査官マークは
田舎町に赴任。情報提供者となった麻
薬中毒者スーザンは彼への依存を強め
ていき…。FBI捜査官が殺人で有罪判
決を受けた衝撃の事件を描いた実録。
映画「エージェント・スミス」原作。

課題図書の展示

YouTube大竹市
図書館チャンネル
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7 月～8 月（上旬）のお知らせ
休日診療

休日診療所   診療日：日曜日・祝日
診療時間：９時～12時、13時～17時
ところ：立戸2丁目1番16号　☎52-0330
診療科：内科系・外科系

岩国市在宅当番医   診療時間：９時～16時30分

休日水道修理・使用開始（開栓）

事前に連絡してから受診
をお願いします。待合室
での密を避けるため、で
きるだけ自家用車でお越
しいただきますようお願
いします。

７月３日㈰ さとう眼科 室の木町５ ☎30-3100
10日㈰ 廣中泌尿器科 錦 見２☎43-1135
17日㈰ いなだ泌尿器科クリニック 今津町１☎21-1976

18日（月・祝） 栗栖眼科 平 田１☎34-5513
24日㈰ 小林耳鼻咽喉科医院 今津町３☎21-2718
31日㈰ 後藤産婦人科医院 岩 国１☎43-3855

８月７日㈰ さいとう皮膚科 車 町２☎23-4477

７月２日㈯ 二階堂商事㈲ 油 見 ３ ☎52-2043

３日㈰ ㈱竹内 玖 波 ６ ☎57-8300

９日㈯ ㈲プロ・コーポレイション 木 野 １ ☎53-6131

10日㈰ 奥田設備㈱ 西 栄 ２ ☎28-0185

16日㈯ 今五産業㈲ 立 戸 ２ ☎52-2529

17日㈰ ㈲成亜総合設備 本 町 １ ☎52-2501

18日（月・祝） ㈱ゲイナンハウス 立 戸 ３ ☎54-1111

23日㈯ 大竹第一工業㈱ 北　 栄 ☎53-1201

24日㈰ 大成テクノ㈱ 南 栄 ３ ☎45-1900

30日㈯ ㈲浜崎工業所 西 栄 ３ ☎52-3365

31日㈰ 二階堂商事㈲ 油 見 ３ ☎52-2043

８月６日㈯ ㈱竹内 玖 波 ６ ☎57-8300

7日㈰ ㈲プロ・コーポレイション 木 野 １ ☎53-6131
※個人給水管の修理には修理費が掛かります。

在宅当番医   診療時間：9時～17時
診療時間内にご利用ください。原則として往診は行いません。
変更の場合もあります。
市ホームページの「休日夜間当番医」を確認してください。
８月７日㈰ 耳鼻咽喉科村上クリニック 元 町１☎52-1133
21日㈰ 古吉眼科医院 新 町２☎52-4707

1号広告 1号広告

２号広告

望戸会頭「お別れ会」のご案内
大竹商工会議所会頭
三興化学工業株式会社代表取締役会長
　望戸　清彦

令和３年９月７日　永眠いたしました
ここに生前のご厚情を感謝し謹んでご通知申しあげます
つきましては故人を偲び「お別れ会」を次のとおり執り
行います

　日時　令和４年７月１７日（日）　10時～12時
　場所　アゼリアおおたけ（大竹会館）
　　　　　　大竹市本町１丁目９番３号
　　　　　　電話　53-2226

　　　　　　　　大竹商工会議所
 会頭職務執行者副会頭　谷岡 　茂
　　　　　　　　三興化学工業株式会社
 代表取締役社長　縄田 正一

医療法人社団 いちご会

介護付有料老人ホーム コリーナ小方

☏59-1555

インスタグラムアカウント
@collinaogata

公式ホームページ
http://collinaogata.com/

〒739-0628
広島県大竹市小方ケ丘6－27

一般型特定施設入居者生活介護・介護予防特定施設入居者生活介護

規　格 広  告  料（税 込）
市内業者

30,000円

25,000円

50,000円

15,000円

色

黒１色

黒１色

印刷用４色

印刷用４色

1号  縦10㎝×横8.3㎝
2号  縦4.7㎝×横8.3㎝

3号  縦4.7㎝×横17㎝

4号  縦4.7㎝×横8.3㎝

40,000円

30,000円

60,000円

20,000円

市外業者

問い合わせ　企画財政課 ☎59-2124

※発行部数／約12,500部（月1回発行）

広 告 募 集広報紙
申し込み方法など、詳し
くは市ホームページを
ご覧ください。

市の人口（ 6月1日現在 ）

人　口 26,209人
（男）12,841人 （女）13,368人

世帯数 12,868世帯

健
康
・
子
育
て

乳 児 健 康 相 談
〔保健医療課〕☎59-2140 23日㈫ にじいろこども園

２階
通知に記載された

時間にお越しください｡
対　象：対象者に通知します。
持参品：通知に記載されているものをお持ちください。

1歳 6カ月児健康診査
〔保健医療課〕☎59-2140 24日㈬ にじいろこども園

２階
通知に記載された

時間にお越しください｡
対　象：対象者に通知します。
持参品：通知に記載されているものをお持ちください。

3 歳 児 健 康 診 査
〔保健医療課〕☎59-2140 25日㈭ にじいろこども園

２階
通知に記載された

時間にお越しください｡
対　象：対象者に通知します。
持参品：通知に記載されているものをお持ちください。

相
　
　
　
　
　
談

法 律 相 談
〔企画財政課〕☎59-2124 ９日㈫ 市 役 所 13：00～16：00

（1人30分）
相談員：司法書士
相談は予約が必要です。（７月13日㈬から受付開始）

行　 政　 相　 談
〔企画財政課〕☎59-2124 10日㈬ 市 役 所 13：00～15：00 相談員：行政相談委員

司法書士による法律相談
〔社会福祉協議会〕☎52-2275

第　3
木曜日 サントピア大竹 13：00～16：00

（1人30分程度）
相談員：司法書士
相談は予約が必要です。

よりそいサポートセンター
☎35-5300

月曜日～
金曜日 サントピア大竹 9：00～17：00 失業・ひきこもりなど、さまざまな生活困窮に関する相談

携帯メールアドレス：otake-shakyo.yorisoi@docomo.ne.jp

家 庭 児 童 相 談 室
〔福祉課〕☎59-2151

月曜日～
金曜日 市 役 所 9：00～16：00 相談員：家庭相談員・母子・父子自立支援員

内　容：子ども、母子・父子に関する相談

市消費生活センター
☎57-3236 火・金曜日 市 役 所 9：00～16：00 消費生活全般の相談や問い合わせ

障がい者相談支援センター
☎52-0167  52-2247

月曜日～
金曜日 サントピア大竹 8：30～17：15 内　容：障害に関する相談

携帯ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：sya-sou@docomo.ne.jp

地域活動支援センターみらい
☎59-0223

月曜日～
土曜日

医療法人社団
知　 仁　 会 9：00～17：00 精神の障害に関する相談

障 害 相 談
〔福祉課〕
☎59-2150  57-7185

月曜日～
金曜日 市 役 所 8：30～16：45 内　容：障害に関する相談

メールアドレス：fukushi@city.otake.hiroshima.jp

市地域包括支援センター
☎53-1165

月曜日～
金曜日 サントピア大竹 8：30～17：15 介護保険の利用手続き・高齢者に関する相談など

市認知症対応・玖波地区
地域包括支援センター
☎57-7461

月曜日～
土曜日

医療法人社団
知　 仁　 会 8：30～17：30 認知症に関する相談（全市）・玖波地区の介護保険の

利用手続き・高齢者に関する相談など

市 政 へ の 相 談
〔企画財政課〕☎59-2124

月曜日～
金曜日 市 役 所 9：00～16：00 市政に関する相談など

こ ど も 相 談
〔教育委員会〕☎54-0021

月曜日～
金曜日 こども相談室 受付8：30～15：00

(金曜日は14：00まで）
電話や面接による子どもと保護者を対象とした相談
（時間外を希望の方は事前に連絡を）

女性の人権ホットライン 月曜日～
金曜日 0570-070-810 8：30～17：15 DV、セクハラなどの女性の人権についての相談

子どもの人権110 番 月曜日～
金曜日

0120-007-110
（無料） 8：30～17：15 いじめ、虐待、子育てなど子どもの人権についての相談

年 金 相 談
〔広島西年金事務所〕☎082-535-1505

毎　週
火曜日 商 工 会 議 所 10：00～12：00

13：00～15：30
年金などの相談・手続きなど
相談は予約が必要です。（前週金曜正午までに）

8月の情報ステーション
先取 り

2022 AUG.
下の表の情報は８月のものです｡
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●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、掲載している催しなどは中止、または延期になる場合があります。

▪
講
座
や
催
し
に
参
加
さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い　

マ
ス
ク
着
用
。当
日
検
温
を
し
、発
熱
、風
邪
、味
覚
・
嗅
覚
異
常
、せ
き
、体
調
不
良
な
ど
の
症
状
が
あ
れ
ば
、参
加
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
宮
島
の
日
程
表
は
２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。


